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冷徹な騎士団長は高潔な王女の愛を拒めない
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「お願いよ、カーク。優しくしないで」

　差し出されそうになった優しい手を振り払い、毅然と立つ。

　声が震えていたが泣くわけにもいかず、己への甘さを見せるわけにもいかない。

　――――あぁ、どうして私はこうなのだろう。どうしてこんなにも子どもなのだろう。

　これだからいつまで経っても追い付けないのだ。この目の前の優しい人に。

　背伸びをして大人になろうとしても、結局自分の身勝手で子供じみた言動でいつも他人を傷つけ、そして己の不甲斐なさを知る。




　イングリットの恋は、いつも諦めの連続だった。

　深々と静かに雪が降り積もるように恋一色に染まっていくこの心は、大きく膨らみ、イングリットを色鮮やかな世界へと導く。恋い焦がれる相手の言動にいつも心を揺さぶられ、思いを募らせ続けていた。

　だがそれは長続きしないのだ。

　現実を突きつけられそこに先はないと思い知るたびに、イングリットは静かに色鮮やかな世界から退き、そっと膨らんだ恋心を萎ませる。

　それが常だった。それが自分の歩むべき道なのだと思っていたのだ。

　この恋は寄り道なのだから、と。
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「どう？　ユニス。綺麗になったかしら？」

「もう少しです。ドレープがちゃんと左右対称になっていなくて……あっ！　イングリット様、動かないでくださいね」

　本来ならジッとしているのは苦手だが、この瞬間のためならばいくらでも石像のように大人しくしていられた。大好きなのだ、自分が美しく着飾られていく様を見るのは。

　侍女のユニスが足元に跪いて丁寧にドレスを整えてくれる。それはイングリットも惚れ惚れしてしまうほどの手際の良さと精密さで、見よう見まねでやろうとしても一朝一夕では真似できないものだった。

　だから、彼女にすべてを任せられた。イングリットが選んだドレスやアクセサリーを最大限に活かして、よりその魅力を引き出してくれるその腕を何よりも信じているからだ。

　この赤い髪を綺麗に結い上げて、緑の瞳に合わせた髪飾りをつける。鏡を見ればそこには、イングリットが感嘆の吐息を漏らすほどに美しく大人びた自分がいた。

　ここ、アムフォレスト国の第一王女としての肩書きを持つイングリットだが、ことお洒落に関しては気を抜けない性分だ。それは、自分が皆に見られ注目される存在だと自負しているからでもあり、そしてまた個人的ではあるが格別な思いがそこにあったからだ。

　おしゃれは、自分の自信の表れ。それをなくしては今のイングリットはいなかった。

「いつも通りね。いつも通り人前に出ても恥ずかしくないわ」

「ありがとうございます」

　イングリットのために尽力してくれているユニスをいつかパーティーに連れて行きたいと思っているが、いつも彼女に首を横に振られていた。イングリットに付き添ってパーティーに出られるほどのドレスを持ち合わせていないのだと言う。

　ユニスの実家であるキャトレイ子爵は、数年前に領地で起こった災害復興のために借金を抱えている状態だ。国も戦争が終わったばかりで援助できるほどの余裕もなく、彼女はそんな家を支えるためにイングリットの侍女をしながら仕送りをしていた。

　いつか自分だけのオーダーメイドのドレスを作るために、コツコツと実家への仕送りの他にお金を貯めているので待っていて欲しいといじらしいことを言われてしまえば、それ以上は何も言えなかった。

　美しいドレスを着て、ユニスに「いってらっしゃい」と見送られるときはいつも勇気をもらっているような気がする。

　劣等感だらけの自分が、輝かしいものだと思えるのだ。

　そして、同じドレスを身にまとった双子の妹のクラリッサと一緒にいるときも、誇らしい気持ちになる。この皆が見蕩れるクラリッサの美しさを引き立てるようなドレスを選んだのも、また自分なのだと心の中で優越感に浸れるからだ。

　だから、パーティーという晴れ舞台は好きだ。多少背伸びして着飾っても誰も呆れたような顔はしない。

　それに、カークにも会えるし、一緒に踊ることもできる。

　戦争が終わって帰還した彼は、その後も戦後処理に追われてまだ一度もイングリットの元を訪れてきてはいない。凱旋のときに顔を合わせて言葉を交わしはしたが、それもほんの少しだ。まだちゃんと労いの言葉も、「お帰りなさい」も伝えていない。

　少しソワソワした。キョロキョロと周りを見渡して、彼の人を探していた。

　今日のパーティーは王の在位二十五年を祝うものだから、騎士団長であるカークがいないはずがない。

「イングリット……あそこにいる方……」

　隣に座っていたクラリッサが耳打ちをしてくる。彼女の視線に誘われてそちらを見やると、一人恭しく大臣に会場を案内されている気品あふれる美丈夫が。

「あの方がリヒター様ね」

　隣国の王太子。そして、イングリットの夫になるであろう人がそこにいた。

　招待しているのは知っていたが、いざその姿を見ると実感してしまう。

　もうすぐそこに、別れの予感がやってきているのだと。

「…………優しそうな方ね」

　睨み付けるようにリヒターを見つめていると、クラリッサがほぅ……と熱い溜め息と共に呟いた。確かに優しそうだけれども、今はまだクラリッサのように好意的にみられない自分がいる。

　リヒターもこちらに気付いたようで、遠くから微笑みかけてきた。それに合わせてイングリットも笑顔を返してみせる。第一印象の通りに優しい人だといいのだけれど、と願いながら。

　招待客への挨拶も終わり、王の祝杯の言葉も済むと、イングリットはぐるりと会場を歩き始めた。先ほどあの背の高い黒髪を見かけたので、探せばいるはずだと懸命に視線を巡らせた。

　今日、どうしてもカークと話をしたい。そして、自分の中でのけじめをつけたいと思っていた。

「イングリット様」

　その想いが届いたのか、後ろからイングリットに声をかけてくれる人が。

　その声ですぐに分かった。

　昔から、低く静かなその声が大好きだったから。彼と話したくて、その声が自分に向けられるのをずっと望んでいたから、聞き間違えることなどない。

　その声に心が一気に高揚し泣きそうになる。たとえ数年ぶりだとしても、イングリットの心はさらに飢えて貪欲になっていた。

　けれども、そんな情けない顔を見られたくなくて、少し置いた後に振り向いた。

「カーク」

　ところが、彼の姿を認めた瞬間、振り向いたことを後悔した。

（……何で歳を重ねるごとに格好良くなっていくの？）

　人の美は、歳を追うごとに衰えていくものだ。身体も弛み顔にも皺が刻まれて格好良さが失われていってもおかしくないのに、カークはその老いすらもプラスに変えてしまう。

　自分がようやく大人になろうとしているのに、カークはまだ遠い。

「お久しぶりでございます。お約束通り、生きて帰ってまいりました」

　カークが目の前で恭しく頭を下げる。

「ええ、そうね。貴方は私との約束は破らないと信じていたわ」

　ここが人前でなければ抱き着いていたかもしれない。

　戦争が本格化し、全騎士団長の退任を受けて新たに騎士団長となったカークは、出陣前にイングリットに会いに来てくれたのだ。そのとき、涙をポロポロと零しながら「絶対に生きて帰ってきて」「死んだら許さない」とカークに抱き着いた。

　もう四年も前のことだ。

「――驚きました。すっかり素敵なレディになられて」

　彼がそんな言葉を言うなんて青天の霹靂だ。びっくりして混乱のあまりに思わず辛辣な言葉を吐くところだったが、彼があまりにもこちらを真摯な目で見るので、グッと止まった。代わりに溢れんばかりのこの嬉しい気持ちを表すかのように、顔を綻ばせる。

「私も驚きだわ。まさかカークがお世辞を言うなんて」

「いえ、お世辞などでは」

「どう？　さすがの貴方でも見蕩れてしまうかしら？　私も多少は大人になったでしょう？」

「ええ。とてもお美しくなられました」

　カークが眩しそうに目を細める。表情は相も変わらず読めないものだけれど、彼の口から「美しくなった」という言葉が聞けただけでも十分だと思った。

　結局彼には届かなかったけれど、少しは認められたのだと。

「ねぇ、カーク。私……」

「クウィンレッド団長！」

　イングリットが意を決して口を開いたとき、騎士団の一人がカークを慌てた様子で呼びに来た。そちらに気を取られた彼は振り返り、部下を見やる。

　トラブルがあったのですぐに来て欲しいとの申し出だったので、カークはイングリットにお辞儀をしてその場を去ろうとしていた。

　だが、まだ別れがたかったイングリットは自分も行くと言って、彼らの後をついて行った。

　会場の端、人気の少ないバルコニーまで辿りつくと突然怒号が聞こえてきて、驚いて思わずカークの後ろに隠れる。彼はイングリットを庇うように前に少し進み出ると、呆れたような声を出した。

「何をしている、ディーングラード」

　聞き覚えのある名前が聞こえてきてそっとカークの影から顔を出すと、そこには戦争の英雄と讃えられているディーングラード・アレスと、彼と対峙する一人の騎士がいた。

　ディーングラードは元々傭兵で、ベルランド地方を敵国から守ったことから有名になり、カークが騎士団に勧誘したのだと聞き及んでいた。

「おぉ、カーク。どうした？」

「どうしたじゃない。お前、何を揉め事を起こしている」

　カークの物言いに驚いて彼の顔を見上げた。カークが今までこんな親し気に話す人間がいただろうか。たしかに彼自身がディーングラードを勧誘したらしいが、ここまで親しい仲だとは知らなかったイングリットは、まじまじとディーングラードの顔を見た。

　もう一人の騎士が頬を腫らして恐ろしい形相で睨み付けている中で、一人あっけらかんとした顔をしてカークに笑いかけている。どうやらアムフォレストの英雄は豪胆な性格らしく、場の緊張感をものともしない人間のようだ。

「現状を報告しろ」

　カークが厳しい声でそう言うと、ディーングラードが頭を掻きながら説明を始めた。

　つまりは言い争いの喧嘩だったようだ。相手の騎士が酒に酔った勢いでディーングラードに突っかかり、彼はそれを宥めようと思ったが、上着を掴まれた拍子に破かれてしまい思わず殴ってしまったと、少し申し訳なさそうな顔で簡潔に説明してくれた。

　ディーングラードの上着を見ると、たしかに肩の部分が破けている。相手の騎士も否定しないところから、彼の話は本当なのだと理解できた。

　カークは淡々とした口調で相手の騎士に酔いを覚ましてくるように指示し、場を弁えろと両人に厳しく言い渡す。まだ腹の虫が治まらないのか、騎士はきつい視線でディーングラードを睨み付けていたが、カークの手前何も言わずにお辞儀をして去っていった。

　その場に取り残されたディーングラードがこちらに近寄り、落ち込んだような顔で上着を脱いで広げる。

「……くそっ。あいつ俺の大事な一張羅を……」

「いい店紹介するか？」

　破れた上着を覗き込み話し合っている二人を見上げながら、やはりこの二人は仲がいいのだと確信した。ディーングラードが眉を下げて、カークもまた真剣な顔でどうするかと話しているのを見て、イングリットは黙っていられない。何か彼のためにできるのであれば……と頭を巡らせて、アッと気付く。

「わ、私の侍女にそういう手直しが得意な者がいるわ。もしよかったら、彼女に頼んでみてはどうかしら？」

　ユニスならばどうにかしてくれるのではないかと思ったのだ。彼女はファッションセンスもさることながら、その裁縫の腕も大したもので、戦争で緊縮を敷いていたときよくドレスをリメイクしてくれたり繕ってくれたりした。

　それに、きっとユニスはディーングラードに憧れを抱いている。以前小さな声で、「同じ地方の出身なのにあんなに立身出世なされて、憧れます」と頬を染めながら言っていたのを思い出した。このパーティーには参加できなかったが、彼女だって少しはいい思いをしたっていいはずだ。

　多少無理矢理ではあったが、ディーングラードの腕を掴んでユニスが待つ部屋へと連れて行く。慌てた様子でその後ろを侍女がついてきていて、ちらりと後ろを振り返るとカークが何か言いたげにこちらを見つめていた。




　ディーングラードをユニスに預けて会場に再び戻ると、もう宴もたけなわで、王が最後の挨拶とばかりに恭しく皆の前に出て話を始める準備をしていた。

　イングリットは息を呑み、急いで自分の席へと戻っていく。姿が見えないイングリットを探していたのだろう、クラリッサがホッとした顔をしていた。

「……いよいよね、イングリット」

「……ええ」

　二人で手を繋いで、そのときをジッと待つ。クラリッサの手は少し汗ばんでいて、その緊張が伝わってくるようだった。かくいうイングリットも同じように緊張をしていた。

　今までまことしやかに囁かれていた話が、これから王がする発表によって公のものとなり、そして確実なものになる。

　いつかはこんな日が来る。それを分かっていながらもこの心は、どこか受け止めきれずいた。

　だって、それは――――

「長きにわたり我が国は隣国ガルディナと戦争状態だったが、このたび和平を結び戦争の終結と相成った。そしてガルディナに我が娘であるイングリット、またはクラリッサが嫁ぎ婚姻を結ぶことで、この和平が恒久に続くものと証明しよう。ガルディナとアムフォレストに栄光あれ」

　会場中が歓喜に包まれる。

　四年にも渡って続いた戦争は決着がつかぬまま泥沼に陥り、両国を疲弊させ続けた。和平という形で落ち着き、かつそれが安易に破られない形で結ばれることに誰しもが喜びを見せていた。

　もちろん、イングリットも嬉しい。

　カークは騎士団長としてこの四年戦地に赴き、命の危険に常に晒されていた。国民の命も生活も、戦争下では安心できるものなど何一つなかったのだ。

　だから、結婚ひとつで国民を安堵させられるのであれば、それはこの国の王女として本望だった。ようやく、こんな自分でも役に立てるのだと、誇りに思う。

　けれども……。

　ふと顔を上げて、近くにいるであろうその姿を探す。黒髪に長身である彼は、どんな人の中でも見つけやすい。

　カークの凛々しくも静謐な顔を盗み見る。

　愛おしさが次から次へと溢れて止まらない。

　十年間、何度捨てようとも捨てきれず、その芽を潰そうとも育ち続けた恋心。もう諦めなければならないと自分に言い聞かせながら、最後だからと未練を残し続けてきた。

　きっと、こんな煮え切らない気持ちのままガルディナに嫁いでも、リヒターや結婚を喜んでくれるであろう国民に失礼だろう。

　それでも、隣国に嫁ごうと決意したのは、双子とはいえ姉であるイングリットが嫁ぐのが当然だからだ。元々敵国であった隣国は、きっと心安らかに過ごせる場所ではないはずだ。優しくて淑やかなクラリッサには、過酷な場所かもしれない。彼女にそんな苦労を負わせるくらいならば、自分が代わりに背負ってやりたい。

　クラリッサは器量が良く頭もいいので、アムフォレストの発展に必ず役立ってくれるだろう。

　――だから、この恋心と決別しなければならない。

　それが唯一、イングリットにできること。

　この恋は、所詮寄り道で、叶わぬものなのだから。
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　カークとの出会いは五歳の頃。

　当時地方の詰め所への赴任を終え王都に戻ってきた彼が、父のクウィンレッド侯爵に連れられてイングリットの父である王の元へとやって来たときのことだった。

　地方で実績を評価された彼は、王都で隊長を任されることになったらしい。そのことを侯爵が誇らしげに王に報告すると、カークは涼やかな顔で静かにお辞儀をする。

　イングリットは、そんな彼の姿に一目惚れしたのだ。

　今までこんな綺麗な男性を見たことがないと、感動に打ち震えもした。

　二十五歳の頃の彼は、その顔に美しさとそして冷たさを兼ね備えていた。今はそれから年を重ねるごとに精悍さが増してきたが、当時は彼の容姿を一言で表すならば、「美しい」という言葉が、しっくりいくほどの美男子だったのだ。

　背はイングリットよりも遥かに高いが、騎士にしてはすらりとした体躯なので、最初は本当に騎士なのかと疑うほどだった。

「初めまして、イングリット様。クウィンレッド侯爵が三男、カークと申します。どうぞお見知りおきを」

　傅きイングリットへ礼を尽くす彼に手を差し出すと、恭しくその手を取られる。

　そのとき触れた手は大きく、硬くてごつごつしていた。何度も剣を振るってきたのだろうその手は、その美しい顔に似つかわしくないほどに節くれだち、傷跡もところどころにあった。あぁ、この人は本当に騎士なのだと驚いた瞬間でもあった。

　カークをいたく気に入ったイングリットは、その日はずっと彼にくっ付いて過ごしていた。

　抱き着いたり膝の上に乗ったり、頬にキスをしたり。幼子の無邪気さが成しえる行動だとは分かっているつもりだが、今思い返せば何て恥ずかしい真似をしたのだろうと、悶絶するほどの甘えっぷりだった。

　だが、カークはそれに何一つ文句を言わずに付き合ってくれたのだ。あれをしろこれをしろと、我が儘に振る舞うイングリットの相手は大変だったろうに、眉も顰めることもしなかった。大抵の大人は、困ったように笑ってそれとなく逃げたり誤魔化したりするのに、カークだけは真摯に向き合ってくれたのだ。

　そんな彼を、イングリットは優しいと思った。

　寡黙で自ら何かを語ることはあまりしないが、こちらからの質問にはちゃんと答えてくれるし遊んでもくれる。できないことははっきりとできないと言い、むくれるイングリットに何故それができないのかと丁寧に説明してくれた。

　イングリットをただの訳の分からない我が儘な子供として扱わず、ちゃんと向き合うのだ。

　彼女にとってそれがどれほど嬉しかったことか、カークは知らないだろう。

　だから、その日の別れ際、イングリットはカークと離れがたくて泣き喚いた。これも今でも顔から火が出るほどに恥ずかしい思い出だが、そのときは本当に離れたくなくて、毎日でも一緒にいたかったのだ。

「お嫁さんにして！　そうしたらずっと一緒にいられるから！」と彼の首に抱き着いて離れなかったらしい。

　周りの大人が狼狽えどうにか宥めようとする中、やはりカークだけは一人静かにイングリットに真っ直ぐな言葉をくれた。

「残念ながら今すぐには無理かと。通常結婚に至るまでには両家の合意の元に時間がかかるものです。イングリット様が結婚したいと言っても容易にはできない。生涯を共にする相手を選ぶのですから。勢いではなく慎重に選ぶべきです」

　真っ直ぐというよりは理路整然とした話ではあったが、頭ごなしにダメだと言われるよりは納得できる。たしかに旦那様とは一生愛し合うのだから慎重さは大事だ。

　だが、頭で納得はできても心は整理できない。やはり今カークから離れたくないという気持ちが溢れて仕方がなかった。頬を膨らまし、むくれることで本意ではないと知らしめながら頷いたのが精いっぱいの抵抗だ。

　そんなイングリットを見たカークは、目を細めて約束してくれた。

「……また会いに来ます。必ず」




　カークに会えば会うほどに、イングリットは彼を好きになった。

　父は「あんな不愛想な男のどこがいいんだ」と言うし、周りの侍女も「綺麗だけど冷たそう」と評する。クラリッサも、「最初は怖そうな人だと思った」と言うくらいだ。

　世間では、カークという人間は冷酷で厳粛、不愛想でとても怖いとされていたが、イングリットだけが彼の優しさを知っていた。

　カークは言葉こそ多くはないが、いつもイングリットが欲しい言葉を言ってくれた。優しい言葉も、そして厳しい言葉も。けれどもそれが理不尽なものではなく、イングリットを思っているからこそ敢えて言うのだと、彼の茶色の瞳が物語っていた。

　だからこそカークを信頼していたし、大好きだったのかもしれない。

　だが、現実はその淡い恋心を打ち砕く。

「イングリット様とクウィンレッド様では歳の差がおありでしょう？　さすがに二人並ぶと親子のようですもの、ましてや結婚なんて……フフっ」

　そう嘲笑しながら言ったのは、イングリットとクラリッサに刺繍を教えてくれた女教師だ。

「クウィンレッド様も適齢期。もうすぐ他の女性と結婚されますよ。素敵な女性とね。だからうつつを抜かしてないでクラリッサ様を見習い精進なさいませ。イングリット様にはお淑やかさと丁寧さが足りませんから」

　言葉尻は丁寧だが、何かとイングリットを小馬鹿にする。イングリットはこの教師が大嫌いだった。

　困ったような顔でこちらを見る彼女の言葉が悔しくて仕方がない。けれども、涙を零さないように唇を引き結び堪えるだけで精いっぱいで、何も言い返せない情けない自分がいるだけだった。

　彼女がクラリッサと比較してイングリットを貶めるのは常だ。いつもなら鼻で笑い飛ばす言葉も、カークが絡めば余裕がなくなる。

　この頃になると薄々分かり始めていた。イングリットのカークへの想いは、周りから見ればおままごとなのだろうと。どれだけ本気だと、結婚したいのだと声を大きく張り上げても、大人は困った顔をして笑うのだ。

　そして、自分とカークの間には縮めようもない年の差があることも。

　二十歳という差は大きな弊害を生むのだと嫌でも知らしめられるのだ。自分はカークに似つかわしくない、ほんの子供なのだと。

　それからカークの周りにいる人たちが気になるようになった。カークの横に並んでも遜色ないほどに美しい女性、妙齢の胸も大きくお淑やかな女性。自分が持ちえないものを、時を重ねて培ってきた大人の女性たちだ。

　きっとこの差は埋められない。よしんば埋められたとしても、そのときにはもうカークは誰かと結婚してイングリットを置いて行ってしまうのだろう。

　夢を見ているときは何よりも楽しいが、ひとたび覚めてしまえばその落差に酷く心が打ちのめされる。そしてその現実とのジレンマと己の劣等感を対処しきれなかったイングリットは、見事にこの恋を拗らせた。

　このとき、七歳。

　未成熟な心には手に余るものだったのだろう。

　ちょうどその頃、隣国と緊張状態に入り騎士団も忙しくなってきて、カークが王都から離れていたのも大きい。あれだけ頻繁に顔を見せに来てくれた彼が会いに来てくれない。それはイングリットに寂しさを募らせるには十分すぎるほどの隙間だったのだ。

　結果として、イングリットはカークへの恋心を公にすることはせず、逆に大きな声で否定するようにもなった。また「歳の差があり過ぎて似合わない」と言われるのが嫌だったのだろう。

　自分で言っておいて傷つくのが分かっていながらも、そうしなければ矜持を保っていられなかったのだ。

　そしてカークを忘れようとするかのように、お洒落に没頭し始めた。

　はじめはカークに群がる女性にたちに近づこうと、着ているドレスに注目したのがきっかけだった。憧れもあったのだろう。自分も背伸びをして大人びたドレスを身にまといたかったのだ。

　パステルカラーや大きなリボンやフリルで可愛さを強調するのではなく、カークと同じ年頃に見えるようにと。

　少しでも美しく、少しでも大人びて見えるようにしてほしいと言うが、皆それはイングリットの年には似合わないと首を横に振る。それはもう少し歳を重ねたら似合いますよと。

　侍女たちが持ってくるドレスや装飾品は、子供のイングリットにはとても似合っていただろう。年相応に可愛らしく見せてくれたはずだ。だがイングリットの望みはそうではない。

　それに納得しなかったイングリットは自分で学び始めた。自分に似合うドレスの色や形、今の流行は何なのか、その中でどれが一番自分を大人びて見せてくれるのかも。お化粧も同様に研究し、今まで使ったことのない真っ赤な紅を唇に引いたとき、自分がまた一歩大人に近づけたような気がして鏡の中で微笑んだものだ。

　そんなイングリットの背伸びやお洒落へのこだわりを、誰しもがいい目で見ていたわけではない。特にいつもイングリットの背伸びに付き合わされる侍女は、言葉ではお似合いですといいながらも顔が引き攣っていたり、陰で嘲笑っていた。いくらそれは年相応ではないと言っても聞かないイングリットに呆れてもいたのだろう。

　何故大人はダメだと言うのだろう。早く大人になりたいという願いを何故否定するのか。

　ますます意固地になったイングリットは、その気持ちを汲んでくれない侍女たちに苛立ち不満を募らせるようになる。大人は誰も分かってくれないのだと。

　――お洒落は唯一、イングリットが誇れることだったのに。

　カークの影響だけではなく、イングリットがそこまでこだわるには理由が他にもあった。

　それはクラリッサに唯一勝る点だと自負しているからだ。何一つ勝てないクラリッサに、お洒落だけは教えてあげることができるし、一緒に選んでもあげられる。クラリッサの役に立てるのだと、優越感にも似た喜びを得られるものだったのだ。

　いつもイングリットはクラリッサと比べられてきた。そして自分は劣っている、努力を重ねなければ彼女のようにはなれないのだと、教え込まれてきたのだ。

　そのたびにクラリッサが嫌いになりそうだった。彼女は何も悪くないのに、己の劣等感を拭うために嫌いになって楽になりたいと思う。

　そんな自分は最低だと苛んできたが、この思いは簡単にはぬぐえない。

　でも、彼女はいつもイングリットの味方でいてくれた。

　カークに恋をしたときもお洒落を頑張りはじめたときも、クラリッサだけが心から応援してくれたのだ。「諦めないで」と今も彼女は言ってくれている。

　だから自信をつけたかった。劣等感を持たなくてもクラリッサと一緒にいられる自分に。

　だが実際は上手くいかずに焦燥感が募るばかりだ。自分が、もがきながらやっていることは、愚かさを知らしめるだけではないかとさえ思い、悩んでいた頃だった。

　そんなイングリットの不安を和らげてくれたのは、カークだった。

　その日、彼は神妙な面持ちで久しぶりにイングリットを訪れてきた。一見平静なように見えるが、眉尻が少し上がっている。イングリットはそれを見つけて首を傾げた。

「随分と懐かしい顔ね」

「ご無沙汰しております」

　恭しく頭を下げたカークは、少しお話しませんか？　と中庭に誘ってきた。戸惑いながらもそれに頷いたイングリットは、少し離れた場所に侍女を伴い、カークのエスコートで庭へと降り立つ。

「お元気でしたか？」

「久しぶりに会って近況報告？　形式めいたことは省いて、今日突然訪れてきた言い訳でも教えて欲しいものだわね」

　口ではつっけんどんな言葉を言ってみせるが、心の中では久しぶりに見たカークの姿に大興奮していた。初めて会った五年前から随分と精悍さと渋さが増し、もう美男子とは言えない。洗練された伊達な大人の男性だった。嬉しいと思う反面、その姿を見てまた引き離されてしまったと寂しくも思った。

「いえ、久しぶりだから気になりました。――どうやらお元気がないようですから」

　不意打ちにそう言われてイングリットは言葉を詰まらせた。何故ほんの少し言葉を交わしただけで、そんなことまで分かってしまうのか。隠しているつもりでも隠し切れなかったのだろうか。己の未熟さに密かに唇を噛んだ。

「……そうね。少し疲れているのかもしれないわ。いろいろ上手くいかないことが多くて」

「何かあったのですか？」

　カークが身を屈めこちらに目線を合わせてくる。真摯に向けられる茶色の瞳は本気でイングリットを案じているのだろう。たまらず目を逸らして、真っ赤に染まりそうになる顔を取り繕った。

「べ、別に？　ただ周りが私の好きなものを理解してくれないってだけよ。私には似合わないんですって」

　そして代わりにやさぐれた言葉で拗ねて見せた。自分で言っていて落ち込んでくるが、頭のどこかで理解はできているのだ。自分が背伸びしすぎているのだと。

　けれどもそれを認めて諦めてしまったら、自分には何が残るのだろう。空っぽになってますますクラリッサに取り残されてしまう。――そう思うのに、挫けそうになっている自分がいて情けなくて仕方がない。じわりと眦に涙が浮かんでくる。

「何がいけないの……？」

「そういうところでは？」

「……え？」

　驚いてカークを見返す。相も変わらず愛想も何もない顔だが、かと言って冗談を言っているわけでもなさそうだった。

　カークはそういう人だ。冗談も嘘も言わない。思ったことを率直に口にする人。やはりカークもイングリットが悪いと言っているのだと気付いて、顔がくしゃりと歪む。泣き顔を見られたくなくて俯いた。

　ところが、涙が零れ落ちる前にカークがイングリットの顔を両手で掴んで、無理矢理上を向かせた。まるで目を逸らすなと言うように。

「好きならば自信を持つことです、イングリット様。その隠し切れない自信のなさが、理解のない者たちにつけ入られる隙を作るのですよ」

　「自信のなさ」と言われて咄嗟に言い返そうと思ったが、結局口を噤んだ。どれだけ言い訳を重ねようともそれが真実だし、イングリットも自覚していたことだ。けれども悔しくてカークを思いっきり睨み付ける。彼の片眉がピクリと跳ね上がった。

「好きならば他人に何と言われようとも迷わず突き進むべきです。理解できない者はどれだけ言葉を尽くそうとも分かり合えないのだから、初めから相手にしないのが賢明かと。大切なのは貴女のその志を分かってくれる人……ではないですか？」

　たとえばクラリッサとか。たとえば、今そう言ってくれるカークとか。雑音に惑わされず、大切な声だけに耳を傾ければいいと彼は言う。己を信じて突き進めと。

「胸を張ってください、イングリット様。貴女は堂々と立ち、戯言を鼻で笑い飛ばすくらいがちょうどいい」

「何よ……それ」

　それではまるでイングリットが、いつも尊大な態度を取っているようではないかと笑えてきた。たしかにその方が自分らしい気がする。

　カークが好きで好きで堪らなくて、周りの目も気にしないほどに夢中になって、好きで何が悪いと笑い飛ばすくらいに強気な自分。

　昔はもっと怖いもの知らずだったはずなのに、いつの間にか周りの意見を気にして自信をなくしていた。大人に早くなりたいと思っているのに、成長するにつれ自信を失ってしまうだなんて、皮肉だ。

「あとは理解してくれる人を見つけてみては？　一緒に考えてくれる人が側にいれば、それは大きな自信になり、力となる。……私にも経験があります」

　いつも泰然としているカークも自信をなくすことがあったのかと驚きながらも、なおさらその言葉の重みに心を打たれた。

　自分だけじゃない。皆悩んで、それでも前を見てやってきているのだ。

「貴女はたしかに一見我が儘で、癇が強く手に負えないように見えますが」

「暗に馬鹿にしているつもりなら怒るわよ」

「滅相もありません。貴女はそれだけ意志が強いと言いたいのです。譲れないものがあるから貴女は戦う。その姿に魅了される人も多いでしょう。……この私のように」

「貴方が……？」

　まさかカークがそんな言葉を言ってくれるとは思わず、イングリットは面映ゆくなった。浮かれていいのか、それともここはお世辞であると割り切って平然な顔をすればいいのか分からない。

「あとは、少し労いや感謝の言葉をかけてあげてください」

「感謝……」

「貴女なりの言葉でいい。その言葉があるだけで相手の心持ちは違うものです」

　思い返せば、自分は侍女に何かをしてもらうのが当たり前だと考え、労いの言葉などかけたことはなかった。

　そうか。知らず知らずのうちに傲慢になっていたのだと気付く。だから誰しもがイングリットの言葉に耳を傾けてはくれないのだ。

　周りが悪いのではない。そうさせてしまっているのは自分なのだと。

　カークに諭されてイングリットは、やはり自分はまだまだ子どもなのだと実感する。背伸びしても無駄だと、周りから言われるのも致し方ないのだと反省した。いくら取り繕っても中身がまったく伴っていないのだから。

　不甲斐なく情けない。恥ずかしさで消え入りたかった。けれども、そんなイングリットの心をカークはそっと撫でつけるように慰めてくれる。

「突き進む道は険しく、幾つもの茨がイングリット様を苛むかもしれない。けれど、茨を振り払う剣は貴女の揺るぎない信念。理解者は貴女の心を守る盾になるでしょう。負けてはいけません。――これからお側にいられないのは、とても口惜しいですが」

　彼の言葉の意味が分かって、イングリットは口を真一文字に引き結んだ。そしてどうしようもない現実と使命に向かうカークに、行かないでと言えないこの身分が呪わしい。

「出陣が決まりました。一両日中には戦地に赴きます」

　ずっと緊張状態だった隣国との戦争がとうとう始まる。それはイングリットも聞き及んでいて心配していたところだった。先日病気により退団した団長の跡を継いで就任したのが、カークその人だったからだ。

　あぁ、彼がさらに遠くに行ってしまう。

　ずっと会えなかったけれど、でも今回はもしかすると今生の別れになってしまうかもしれない。覚悟はしていてもこの心はどうしても切なく揺れ動いてしまう。

　この日ばかりは拗れた恋心の出番などあるはずもなく、ただ心のままにカークの無事を願い、そして任務を全うしようと戦地に向かう彼に激励の言葉を贈った。

　泣いてしまってほとんど言葉にならなかったが。

「……っ……ま、……まけた……らっ……承知……しないっ……からっ！」

「はい。必ず勝ってまいります」

「……しんでも……だめっ！」

「はい。必ず勝って生きて帰ってまいります」

「……やくそっ……くっ……やぶったら！　……うぅ……おこるわよっ」

「はい。約束は必ず守ります」

　彼が誓いのキスを手の甲に落とす。感極まったイングリットは、カークの首に抱き着いた。そして何度も何度も「どうか無事で」「毎日祈っているから」と言い募る。

　初めて会ったあの日よりも、もっと離れがたいと心が叫んでいたのだ。




　次の日、出陣するカークを見送りながらイングリットは自分のできることをしようと心に決める。

　自分にどこまで国のためにできるかは分からないが、まずは節制から努めようと心掛けた。新たにドレスや装飾品を購入するのは控え、今あるものでお洒落を楽しむのだと。

　その年の誕生日プレゼントも母に何がいいかを聞かれたが、物はいらないと首を横に振った。

「……できれば、先日辞めた侍女の代わりに、服飾に詳しい侍女を私につけてほしいの。一緒にお洒落を楽しんでくれる人……私と一緒に考えて悩んでくれる人がいいわ……」

　言葉にするのは随分と勇気がいったが、頭の中で何度も繰り返されてきたカークの言葉に背中を押されて強請る。隣にいたクラリッサも手が震えていたのに気が付いたのか、優しく握り勇気を分けてくれた。

　母は面を食らったような顔をして「本当にそれでいいの？」と聞いてきたが、イングリットは力強く頷いた。今はドレスよりも靴よりも帽子よりも、欲しくて欲しくて堪らないものが「理解者」だからだ。

　そうしたやって来たのがユニスだった。伯爵家の侍女として勤めていた彼女を、人材を求めて困っていた母に伯爵夫人が紹介してくれたのだ。

　彼女は真面目で仕事熱心で、我が儘にもこだわりにも付き合ってくれる、本当の理解者だ。視野が狭くなりがちなイングリットに新しい風を送り込んでくれ、そっと支えてくれる。

　ユニスの存在はあっという間に、イングリットにとってなくてはならないものとなった。彼女のおかげで、以前のような焦燥感や苛立ちを感じることが少なくなり、心の底からお洒落を楽しむ自分がいた。

　その頃にはパーティーのときには、クラリッサとお揃いのドレスを着るようになっていた。イングリットがドレスの形状と色、そして生地や刺繍に至るまですべてを決めて、当日は互いの侍女に着付けを任せて会場に登場する。

　イングリットはクラリッサの美しさを最大限に引き出せているか、周りの反応はどうかを見極めるのだ。何より大事なのは、クラリッサ自身がそのドレスに満足しているか。

　そうやって唯一の特技を使ってクラリッサを喜ばせ、自分でも彼女の役に立てるのだと自信をつけた。もう自分は、クラリッサには敵わないのだと周りから鼻で笑われ、卑屈になるだけの子どもではないのだと。

　それは少し大人に近づけたと思った十二歳の頃。

　カークと涙の別れをしてから、二年の月日が経っていた。




　その後、戦争は四年にも渡る長期戦となり、泥沼に陥りそうだと誰しもが思った矢先、隣国から協定を持ち掛けられてあえなく終結した。両国とも疲弊し資金不足だったのは火を見るより明らかで、このまま国力を削り続けるよりは手を結んだ方が得策だと思ったのだろう。

　数回の話し合いの結果和平協定が締結され、長きにわたった争いに終止符が打たれた。

　だが、和平は一筋縄ではいかないものだ。いがみ合っていた双方が、再び争わないという約束の証しが必要だった。

　そうして王によりイングリットとクラリッサに告げられたのが、どちらかが隣国に嫁ぐという、この国の姫としての宿命だったのだ。

　それを聞いたとき、イングリットはとうとうこの日が来てしまったと愕然としていた。以前からまことしやかに囁かれていた噂ではあったのだ。

　それが日を追うごとに真実味を帯びてきて、いつかこうなるのではないかと覚悟はしていたが、それでも現実になると衝撃的だった。

　だが、一方で、肩の荷が下りたとでも言おうか、安堵していた部分もあったのだ。

　これでようやくカークを諦める踏ん切りがつくのだと。ずるずると引きずり続けたこの恋にさよならし、次へ進むいい機会だと思っていた。

　――――それに。

　ちらりと隣で硬い表情のクラリッサを見やる。

　彼女も分かっていたとはいえ、誰とも分からぬ人、見知らぬ土地に積極的に嫁ぎたいとは思わないだろう。ただでさえクラリッサは将来を有望視されて、いろんな家の子息からのアプローチがきている。この国の発展のためには、クラリッサのような器量よしが必要だ。

　手を伸ばしてクラリッサの手を取る。大丈夫。何も心配することはない。そう伝えるようにギュッと握り締めて。

　そうやって、イングリットは心づもりを始めた。

　カークを諦めること。愛のない結婚を国のためにすること。それでもこれはとても意味のある結婚なのだと、自分の歩もうとする道に意味を見出しながら。

　以前から始まっていた花嫁修業がさらに本格的になり、その中には男女の作法や閨の勉強も含まれていた。その相手にと思い浮かぶのはどうしてもカークの顔だったけれども、それはもう叶わないのだと頭の中から振り払う。そのたびに覚悟が足りていないと言われているようで悔しかった。

　こんな気持ちで隣国に嫁ぐなんて、夫になる人にも失礼だと自分を叱咤しながら、どうにか気持ちを少しずつ整理していったのだ。




　――ところが、数日後、それが間違いだったと思い知らされる。

　クラリッサがリヒターとの婚約を申し出たのだと、突然侍女が言ってきたのだ。










第二章











「――ええ、そうよ。私が自ら望んだの」

「どうしてそんな馬鹿なこと！」

　侍女の言葉がどうしても信じられずに、直接クラリッサに話を聞きに彼女の部屋へとやってきた。もう王の許可も得ていて、リヒターも了承しているだなんて話はあまりにも信じがたい。

　イングリットは何も聞いていなかった。双子なのに、仲のいい姉妹のはずなのにただ一人、蔑ろにされたような気がして仕方なかったのだ。

　けれども、こちらが烈火のごとく怒りをぶつけてもクラリッサは冷静で、それが妙に怖かった。こういうときの彼女はもう、何を言っても聞かないことが多い。

「馬鹿なことなんかじゃないわ。私がそうしたいと思ったからお父様に申し出ただけよ」

「だから何でそう思ったのか聞いているの！　私だってちゃんと覚悟はあった！　それとも私にその意気地がないとでも思っているの!?」

　そんなことは思っていないだろうとは分かっていた。けれども冷静さを欠いたこの口は、次から次へとクラリッサを責め立てるようなことばかり吐いていく。

　何故、こんなにもすぐに感情的になってしまうのだろう。クラリッサはこんなにも理性的なのに、自分だけが喚いて騒いでいる。そんな状況も惨めに思えてきて、心が徐々に荒んでいった。

「でもイングリットには想う人がいるじゃない。カークのこと、好きなのでしょう？」

「……すっ！　好きじゃないわよ！　あんなおじさんのこと！」

「嘘はダメよ、イングリット。昔からずっと好きなの知っているんだから」

　突然カークの名前を出されて狼狽し、頬を真っ赤に染める。

　クラリッサには隠しごとはできないとは思っていたが、まさかここに来てそれを理由に出されてしまうなんて。そんなの卑怯だと唇を噛み締めた。

「うるさいわね！　だから何よ！　そんなことのためにクラリッサが嫁ぐなんて馬鹿なことさせるわけにはいかないわよ！」

「馬鹿なことじゃないわ。大事なことよ。イングリットにとっても、私にとっても。……それに私にも私の理由があるの」

　そう頑なに言いながらも、クラリッサははっきりとはその理由を教えてはくれなかった。それがますますイングリットの心を逆撫でしていく。

　結局は物別れに終わってしまい、イングリットは絶対にそんな結婚は認めないと言い放って去った。クラリッサは酷く思い詰めたような顔をしていたが、それを慮る余裕すらない。

　初めてだった。こんな喧嘩をしたのは。いつもなら喧嘩になりそうになってもその前にクラリッサが謝り、イングリットも自分の非を認めて元通りだったのに、今回のクラリッサは折れる気配すら見せなかった。

　もしもクラリッサがイングリットを思って先手を打ったのであれば、こんなに哀しいことはない。互いが互いに思いやって、他国へ嫁ごうとしているのだから。

　クラリッサが、イングリットのカークへの想いを理由に自ら申し出たのであれば、それは絶対に阻止しなければならない。

（私がカークと結ばれるなんて、ありえないのに……）

　そんな気遣いは結局無駄になってしまうのだと、イングリットは分かっていた。

　だから父にも進言し、母にも相談はしたものの、結局はクラリッサの意志も固く、アムフォレストとしても何も不都合はないことから同意は得られなかった。何よりリヒターがクラリッサとの結婚に乗り気であるのが大きい。皆が皆、クラリッサよりもイングリットを説得しようとしてくるので、意固地になり部屋に閉じ籠もった。

　何度かクラリッサが訪ねてきたが、侍女たちに言ってそれを追い返す。顔を突き合わせて話そうと思ったところで、この口から出てくるのは感情的な言葉でしかないだろう。できればもう少し冷静になってから対峙したいと、ズルズルとその機会を逃していた。

　そんなある日の朝、休みだったはずのユニスがやってきて朝の支度を手伝うと申し出てきた。そして鏡台の前に座るイングリットに提案してくる。

「イングリット様、今日は思いっきりお洒落しましょうか」

　もちろん、イングリットは顔を歪めて「そんな気分じゃないわ」と突っぱねる。けれどもユニスは「そんな気分じゃないからするんです」と強く勧めてきた。

「まるで特別な日のように着飾るんです。もしかすると、少しは気分が晴れるかもしれませんよ？」

　そこまで言われたら、もう首を横に振る気力もなくて「好きになさいな」と小さな声で許可をした。

　すると、ユニスは嬉しそうにイングリットの肌のお手入れを丁寧にしたあと、クローゼットからドレスを出してくる。その手に持っていたのはビリジアングリーンのドレスだ。持っている衣装の中で一番大人っぽく見えて、カークと横に並んでも遜色ないと思った一着。

　それを見た途端に、イングリットの心の泉が決壊を起こした。ポロポロと目から涙が零れ落ちて止まらない。

「……馬鹿ね。カークが私みたいな子供を相手にするはずないのに。どれだけ大人びた格好をしても、歳の差は埋められないのよ。カークにとっては私は永遠に子供。女性として見てもらえるはずないわ」

　どれだけ背伸びしても、大人に近づいても。カークはいつも遠い。その離れた年の分だけ彼は遠いところにいる。

　イングリットが成人するまであと一年。だが、カークはもう戦争も終えて腰を落ち着けたら、すぐにでも伴侶を見つけるだろう。むしろ遅いくらいだ。きっと侯爵も急いで候補を見つけるに違いない。

　イングリットがやっと成人したと思った頃には、カークは他の女性を見つけているだろう。

　周りの大人はそうイングリットを説き伏せてきた。イングリットもその意味が分かってこうやって諦めようともがいているのに、クラリッサは諦めるなと言うのだ。

　残酷だ。もうその先に道は続いていないというのに、そこへ行けと背中を押されているのだから。

「それなのにクラリッサは……こんなどうしようもない私の恋のために隣国に嫁ぐなんて……馬鹿よ。どうせ振られるのに……どうせ私はカークじゃない男性と結婚するのに……なのに……どうして……」

　涙が止まらずにしゃくりあげながら泣き続ける。「どうして」と何度も誰となく問うたが、本当はクラリッサ自身に聞きたい言葉だった。

　ただ意気地がないために空回りする言葉。

　ユニスはクラリッサがイングリットを大好きだからだと言うが、それは余計なお世話だ。イングリットだって負けないくらいにクラリッサの幸せを願っているというのに。

　互いに想いが強ければ強いほどに、歯車が噛み合わなくなっていくように思えた。




　ユニスにより美しく着飾らせられたイングリットは、ビリジアングリーンのドレスを翻して久しぶりに外の世界へと出る。

　何となく背中が丸まってしまいそうだったので、意識的に胸を張って凛とした姿で廊下を歩いた。弱っているとは思われたくはないし、いつもの自分ならばそうしていたからだ。

　当てもなく歩いて半ば散歩のように城を進んでいると、後ろから小さく軽やかな足音が聞こえてきた。侍女がそれに振り向くと「まぁ」と小さく声を上げる。

「イングリット姉様！」

　息を弾ませたそのあどけない声に、イングリットはすかさず振り向いて近寄った。

「アシュレイ！」

　もう十歳になった弟のアシュレイが、本を片手に追いかけてきたのだ。

「よかった……姉様、元気になられたんですね……」

　少し恥ずかしがり屋なところがあるアシュレイは、口元を本で隠しながら安心したような声を出す。最近家族が顔を突き合わせる食事の場に姿を現さなかったために、ずっと心配をかけていたのだろう。弟にも迷惑をかけてしまっていると、自分の子供じみた行動を情けなく感じる。

「あ、あの、僕、お勉強の時間までまだ時間があるので、久しぶりにイングリット姉様とおしゃべりしたいのですけど……ダメですか？」

　王太子として生まれたアシュレイは、イングリットたちとは違い将来王になるべく日々勉強をしている。

　そのため一緒にいられる時間が少なく、会話をする機会もあまりなかった。だから、クラリッサもなるべくアシュレイと一緒にいられる時間を大切にしようと決めていた。

「私もおしゃべりしたいわ」

　二つ返事で頷いたイングリットは、アシュレイを伴って中庭にある東屋へと行く。ここはよく三人で集まっておしゃべりをした場所で、いつもだったらクラリッサもいるはずなのに誰もいないベンチを見てグッと眉根を寄せた。

「イングリット姉様は、その……クラリッサ姉様とはまだ……喧嘩中ですか？」

　そんな彼女の横顔を見たのだろう。アシュレイがおずおずと聞いてきた。それに言葉を詰まらせたイングリットは、何と言うべきか答えを見つけられずに無言で座る。アシュレイもそれに倣い隣に座った。

「クラリッサ姉様は、お嫁に行ってしまわれるのでしょう？」

「……そうね。このままだと、そうなるわね」

　不本意だし口惜しいが、イングリットはおそらくこのままクラリッサの結婚を受け入れるしかないのだろう。もう手は尽くしてしまったし、今はイングリットだけが意地を張っている状態だ。

　もうどうしようもないのだと分かっていた。クラリッサはリヒターと一緒になるつもりだ。

「仲直り、しないんですか？」

　純粋にクラリッサとの仲を気にするアシュレイの無垢な瞳が、胸を射貫く。仲直りができるのであればしたい。イングリットもこのままでいいとは思ってはいない。

「そのうち……すると思う」

　はっきりとは言えなくて、肩が竦む。こんなに自信がないのは初めてだ。

　最初はクラリッサが話をしようと歩み寄ってくれたのに、それを撥ね除けたのはイングリット自身だ。ここまで意地を張ってしまったイングリットには、謝るのは難しかった。

「……覚えてますか？　僕の歴史の先生」

「グリーロング先生」

「はい。そのグリーロング先生が故郷に帰るために、僕の先生を辞めるのだとおっしゃったとき、僕はそれが嫌でずっと悲しんでたんです。でも、先生はおっしゃいました。『別れが惜しいと思う人ほど、別れるそのときまでの時間を大切にしなさい』と。泣いて哀しみに暮れる別れよりも、よき思い出を……と」

　胸がじくじくと痛んだ。アシュレイの言葉が重くイングリットに圧し掛かり、クラリッサとの別れのときを思わせる。

　哀しいままは嫌だ。できれば最後のそのひとときまで、クラリッサと仲睦まじくいたい。

「それに、その別れが門出なのであれば、思いっきり背中を押してあげないさいって。だから、僕はグリーロング先生の背中を押しました。笑顔でお別れをしました。哀しかったけれど、泣かずに頑張りました」

　膝の上で震える手を、アシュレイが握り締める。いつもクラリッサがやってくれたようにそっと包んで、イングリットの心を慰めようとしていた。

「今回のクラリッサ姉様の結婚は、確かに政治的な意味合いが大きいですが、でも門出だと思います。きっと哀しいだけじゃない、未来のある別れ……です。――違いますか？」

　心配は尽きない。誰も知らない土地だ。隣国とはいえ風習も違う、生活だって所作だってアムフォレストのそれとは異なるだろう。頼れるのは夫のリヒターだけだが、本当にクラリッサを任せていい相手なのかも分からない。

　孤独に苛まれるかもしれない。結婚したことを後悔する日がくるかもしれない。

　そんな思いをクラリッサにさせるくらいならば、この国にいてもただ実らぬ恋に苦しむだけの自分が行った方がいいのではないかと、本気で思うのに。

「……違わないわ」

　クラリッサは行ってしまう。

　きっとアシュレイの言う通り、笑顔でお別れをすべきなのだ。生まれてからずっと一緒にいて仲がいいはずなのに、別れがこれでは寂し過ぎる。

「イングリット姉様……僕、イングリット姉様もクラリッサ姉様も大好きです。ずっと僕の姉様として隣にいて欲しいけれど、それは無理なんだって知ってます。でも……ずっとずっと大好きです。それは変わりないでしょう？」

　アシュレイが感極まって涙を流し始める。このいとけない涙に、イングリットは胸を打たれて頭を抱いて慰めるように撫でた。

「ええ、そうね……そうよね、それはずっと、一生……変わりはしないわ」

　大好きな気持ちも、幸せになってほしいという気持ちも全部この胸の中に溢れている。




　それからイングリットは部屋に引き篭もるのを止めて、外に出ることにした。この膠着状態をどうにか動かして、以前のような仲に戻ろうと前向きに考え始めたのだ。

　素直に謝り歩み寄りの姿勢を見せれば、きっとことは簡単に進むのだろう。だが、最初に散々クラリッサからの歩み寄りを拒否していて、どの面下げて話しかければいいのだろう。

　そもそも、仲直りというのはどのようにするのだろう。考えれば考えるほどに迷宮に迷い込んでいるような気がした。

　クラリッサとこんなに酷く拗れた喧嘩など、したことがない。

　「ごめんなさい」と一言言えば解決なのだろうか？　だが、一方的にイングリットだけが謝るのは違うような気がした。そもそも相談もなく結婚を決めたクラリッサも悪い。こちらから謝るなんて、不公平だ。

　今回の喧嘩の責任は両方同じくあるはずなのに、こちらから譲歩するというのがどうしても納得のいかなかったイングリットは、いろんな人に仲直りの仕方を聞き回った。

　ユニスは謝った方がいいと言う。アシュレイは一緒に首を傾げて考えてはくれたが、「喧嘩したことがないので分かりません」と答えは出なかった。

　こういうとき、カークはきっと納得のいく答えをくれる。昔からイングリットが悩んでいたら、一筋の光明を示してくるのが彼だったからだ。

　聞きたい。けれども聞けない。……でも、やっぱり聞いてみたい。

　その心の葛藤を表すかのように、イングリットの足は騎士団の訓練場に向いていた。来てみたのはいいものの、堂々と姿を現すこともできずひっそりと物陰から見ているだけだったが。

　ここにユニスがいれば……と惜しい気持ちになる。

　どうやらあのパーティの日からディーングラードと逢瀬を重ねていい仲になっているらしく、彼にお願いをして協力を仰げたかもしれない。

　だが、今ユニスは母親が危篤だという報せを貰って故郷に帰っていた。仕事を気にして帰ろうか迷っていたユニスを叱咤し、すぐにでも帰郷するにと命令した次第だ。

　彼女の母親の容体も気になるが、赤の他人のイングリットにしてやれることはユニスを帰らせることくらいだ。あとはユニスの心労を少しでも減らすために、彼女が戻ってくる前に、クラリッサとの仲を少しでも改善しておきたい。

　どうにかカークが偶然こちらに気付いたりしてくれないだろうか。柱の影からまるで不審者のように念を送り続けていると、突然後ろから声をかけられた。

「姫さん？」

「ひゃっ！」

　間抜けな声を上げて飛び上がり後ろを振り返ると、ディーングラードが不思議そうな顔でこちらを見下ろしていた。

「こんなところで何してるんですか？」

　彼の疑問は至極まっとうなものだろう。かくいうイングリットも何故こんな怪しい真似をしているか分からない。付いてきてくれた侍女も、「だからこんなはしたない真似はおやめになった方がいいって言ったのに」と慌てて言い募ってくる。

　だが、カークに会いに来たとは素直には言えず、どう誤魔化せばいいのかも分からずに言い淀んでいると、また後ろから人影が現れた。

「……イングリット様？」

「え？　カ、カーク!?」

　先ほどの悲鳴が彼のところまで聞こえていたのだろう。とうとうカークに見つかってしまったイングリットは、顔を真っ赤にして黙り込んだ。会いたい聞きたいと思っていたのに、当の本人を目の前にすると意気地のないことで、大人しくなってしまう。

「どうなされたのですか？」

　カークが目の前に傅き、気遣い訊ねる。だが、やはり黙り込んでしまうイングリットを見て、眉根を寄せて神妙な顔をした。

「何か火急の用件ですか？」

「違うわ。……その、カークに聞きたいことがあって……来たんだけど、そこまで急ぎの用でもないからいいわ。忙しそうだから、また出直してくるわね」

　そうだ。今、カークは騎士団の団長として訓練を指導している。彼は彼の役目を果たしているのに、私用でそれを邪魔してはいけないと思い直し首を横に振った。

　イングリットの悩みなど、カークにとっては関係のないものだし、微々たるものだ。

「ですが、貴女がここに足を運ぶくらいに、早急に聞きたいことなのでしょう？」

「そこまでじゃないから、気にしないで。ごめんなさい、訓練の邪魔をしてしまって」

「それは別に気になさらずに。もしよろしければ、訓練がもう少しで終わりますのでその後にでも……」

「終わってからとか言ってねぇで、今すぐ聞いてやれよ。訓練なら俺が引き継いでやるから。な？　カーク」

　押し問答していた二人に、ディーングラードがそう提案をしてくれた。カークがこちらの意見も聞かずに「あとは頼んだ」とディーングラードに言い、イングリットの手を取り歩み出してしまうので慌ててそれについて行く。

　ディーングラードにお礼を言おうと振り返ると、彼は「ゆっくりしてきてくださいよ」と朗らかな顔で手を振っていた。

「ありがとう」とお礼を言ったが、彼にまで届いたのかは分からない。




「私に話とは何でしょうか？」

　普段カークが使っている執務室に連れてこられて、ソファーに向き合って座るとさっそく彼が問いただしてくる。ここまでお膳立てをしてもらってだんまりはさすがにできないので、観念して口を開いた。

「……意見を聞きたかったの。カークなら喧嘩した人と仲直りするにはどうするかって。馬鹿みたいでしょ？　こんなことを聞きにわざわざあそこまで行くなんて。呆れちゃうわよね？」

　自分で言いながらも泣きそうになった。そしてカークの答えを聞くのが怖くなる。「その通りですね」とでも言われようものなら、ここから逃げ出して部屋に泣きながら帰る自信がある。

　だが、カークはやはりカークだった。こんなイングリットに呆れもせずに、真正面からの言葉をくれたのだ。

「いいえ。呆れません。だからそんな心配そうな顔をしないでください。貴女の悩みは決して馬鹿みたいでもくだらなくもない。貴女とクラリッサ様は、仲の良い姉妹だからこそ真剣に悩むのでしょう？」

「知っていたの？　クラリッサとのこと」

「この城で知らぬ者はおりません」

「そ、そう……」

　気恥ずかしいやら何やらで変な汗が出てきたイングリットは、手で顔を扇いだ。だが、カークが好意的に聞いてくれてよかったと緊張を解く。本当に、彼はいつだって優しい。

「あのね、私、どうにかクラリッサと仲直りしたいと思っているんだけど、どうやってしたらいいか分からないの。皆私から謝ればいいって言うけれど、でもクラリッサも悪いところがあるわけだし、私だけが謝るのは不公平ではなくて？　と思って」

「そもそも、今回の喧嘩の原因は具体的にはどのような？　リヒター殿とクラリッサ様の結婚に、貴女が反対して喧嘩したと噂には聞き及びましたが……」

「そうなんだけど、でも違うの。最初は私が隣国に嫁ぐつもりだったのよ」

「――――…………それは、何故なにゆえ？」

　随分と長い間を置いた後で、怖いくらいに目を見開いたままカークが聞いてくる。何だかいつもと違う様子の彼に動揺していると、また鋭い声で聞いてきた。

「何故自ら隣国に嫁ぐとお決めになったのですか？　リヒター殿を気に入られたのでしょうか？」

「違うわよ！　たしかに優しそうな人ではあるけれど……わ、私の好みではないわ」

　十年前からイングリットの理想はカークだ。だから彼を目の前にして男性の好みの話をするのは恥ずかしくはあったが、誤解はされたくはない。

「私がこの国のためにできる唯一のことだと思ったのよ。私より優秀なクラリッサがアムフォレストに残った方が、利益が大きいのではないかと思ったの。それに私、一応姉だから順当だと思って」

　さすがにカークとの結婚は絶望的だからとは言えず、表面的な理由を並べ立てた。

「この国にいても好きでもない男性と結婚させられるのであれば、少しは意味のあるものにしたいでしょう？」

　幸せな結婚を夢見ていた。イングリットの隣にはカークがいて、仲睦まじく見つめ合うまるでお伽噺のような幸せな夫婦。子どもも生まれて母になり、カークは子煩悩になる。それでもイングリットのことは変わらず優しく愛してくれて、笑顔が絶えずにいられる家族。

　現実を知らない幼い夢だけれども、夢見ていた頃はいつか実現できると思っていた夢だった。今はその欠片すらも見えず、諦めの連続だけれども。

　それでも幸せはまた他に作れるのだと、信じていたい。

「――貴女は相変わらずご自身を過小評価されている。その自信のなさを払拭するために研鑽を積まれたのではないのですか？　その努力は貴女を裏切っていないと私は思いますが」

「過小評価かしら？　私、自分で自分が分からないわ。自信がない自分を隠したくてただ虚勢を張っているだけの子どもよ。まだまだ大人になりきれない。こんなことで感情的になるのがいい証拠よ」

「大人になれば感情的にはならないというわけではないですよ。譲れないものがあったら理性が利かずに発露するものです」

「カークも理性をなくすことがあって？」

「ええ。私もまた、未熟なところが多い。けれども、そのすべてが悪いことではない。ときには本音を晒して感情をぶつけ合うことも必要です」

　カークが未熟だったら、イングリットはまだ卵でしかないだろう。俄には信じがたいが、皆大人に見えて大人になり切れない部分が、少なからずあるのかもしれない。

「ご自分の思う道をお進みください。何も小細工などしなくても、イングリット様のお気持ちをそのままお伝えすればいいのです。もしそれで失敗したら、次を考えればいいことです」

「そうしたら、また話を聞いてくれる？」

「ええ、もちろん。叱咤激励いたしましょう。もしも、貴女のお心が傷ついたのであれば、お慰めします。だから、自信を持ってください」

　イングリットは涙ぐみながら頷いた。

　自分に自信を持つのが何よりも難しいと思っているイングリットにとって、カークの言葉は魔法のようだった。失敗してもいいから突き進んでみろ、フォローは入れてやると言われるだけでどれだけ救われることか。

「……分かった。私、頑張ってクラリッサと仲直りできるようなきっかけを作るわ。そして二人でちゃんと話し合う。逃げずに向き合うわ……多分」

　それがすぐにできるかは分からないけれど、でもカークにもユニスにもアドバイスをもらったのだ。ここからはイングリットの頑張り次第だろう。

　双方納得できるような仲直りをしたい。クラリッサが隣国に行ってしまう前に。

「私、いつもカークに励まされてばかりだわ」

「私を頼っていただけて光栄です」

「貴方は優しいから……」

　申し訳なく思いながらそう言うと、カークはイングリットの手を取り恭しく甲にキスを落とす。上目遣いでちらりとこちらを見やると、茶色の瞳でイングリットを強く貫いてきた。

「私がそうしたいだけです」

　それがたとえただの親愛の情からくる言葉でも、嬉しさと勇気だけがこの胸に咲きほころんでいる。




「――今度の婚約披露のパーティーのとき、あのドレスを着るから」

「え？」

「ビリジアングリーンのドレスよ！　二人でお揃いで着るから！　……最後だからいいでしょう？」

「イングリット……」

　何か言いたげなクラリッサを振り切って踵を返した。これ以上口を開いてしまったら余計な言葉を付け足してしまいそうで、半ば逃げるように去ってしまっていたのだ。

　だが、達成感で胸がすく。ちゃんとした仲直りはできなかったけれど、でもそのきっかけ作りはできたはずだ。クラリッサならばその気持ちを汲んでくれるという期待もあってだが、今までの二人であれば大丈夫だとも信じていた。

　「最後だから」と自分で言って、もうこうやって二人でお揃いのドレスを着ることもないのだと寂しくなる、

　けれどもこれはクラリッサの門出だ。ちゃんと背中を押してあげなければ。それはずっと共に生きてきたイングリットこそがしなければならない。

　そう心に決めて一ヶ月。とうとうその日がやって来た。

　イングリットは朝からソワソワとして。心が落ち着かずにいた。

　正式にクラリッサが隣国に嫁ぐことが発表されてしまうし、彼女との仲直りをする最後のチャンスだ。絶対に失敗できないプレッシャーもあって、何だか息苦しい。

　それに今日はさらに特別なことがある。いつもパーティーに行くイングリットの後ろ姿を見送るだけだったユニスが、一緒についてくることになったのだ。めでたく結ばれたディーングラードが彼女にドレスを贈ったらしく、今夜はそれを着て参加する。

　ラベンダー色のオフショルダーのバッスルドレス。それを身にまとい綺麗に着飾ったユニスは、ひときわ美しくそして幸せそうだった。

　そんな彼女が今日は側にいてくれる。勇気は自ずと湧いてきた。

　きっと仲直りできる。もう何をどう話すかも頭の中で決めていた。

　だが、そんなイングリットの期待は、残酷なまでに打ち砕かれる。

　クラリッサの様子を窺いにやった侍女が、慌てた様子でやってきて言ってきたのだ。

「く、クラリッサ様は……その……別のドレスを着ていらっしゃいました……」

「……何？　どういうこと？」

　言われている意味が理解できずに、イングリットは震えながら聞き返した。

　――――嘘だ……嘘……。

　信じられない、そんなの嘘だと、それだけが頭の中を占める。

「だって……私クラリッサに直接言ったのよ？　あのドレスにするって……ビリジアングリーンの、二人でもう大人ねって喜んだあのドレスを着るって……言ったもん」

　目の前がジワリと歪んでいく。知らせに来た侍女もそしてユニスも、こちらを覗き込み心配そうな顔をしていた。

「……ですが実際クラリッサ様はそのドレスではなく、王子に贈っていただいたドレスを着ておりました」

「嘘よ！　クラリッサが私を裏切るわけないわ！」

　他の人に何をどう言われても信じられなかった。自分の目で確かめるまではクラリッサを信じていたい、その一心で部屋を飛び出す。

（落ち着いて、感情的にならないで、ちゃんと話を聞いて）

　心の中で何度もそう自分を諫めるが、クラリッサの部屋に近づけば近づくほどに感情が高ぶり、不安や怒り、そして哀しみが溢れてくるのが止まらなかった。

　もしも本当に彼女があのドレスを着ていなかったら、仲直りできないかもしれない。また感情的に怒って喚いて、さらに仲を拗らせてしまうかもしれない。

　考えは悪い方向へとだんだんと傾いていって、祈るようにクラリッサの部屋の扉を開け放った。

　――だが、そこにいたのはシャンパンゴールドのドレスを身に着けたクラリッサ。イングリットとは違うドレス姿の彼女がいたのだ。

　悔しいほどにクラリッサに似合っている。だからこそ辛かった。

「……どういうつもり？　私はビリジアングリーンのドレスと言ったはずよ」

「ええ。私もそう聞いたわ。けれども今日という日のためにドレスを贈ってくださったリヒター様のお気持ちは無下にはできないわ」

　クラリッサは怖いくらいに冷静だった。それがますますイングリットの怒りを煽る。

　冷静なときに聞けば、きっと彼女の言い分は理解できるものだっただろう。婚約発表の場で、夫となる相手から贈られたドレスを優先するのは当然のことだ。クラリッサの判断は妥当だと誰もが言うだろう。

　けれどもそう決めたのならば言ってほしかった。これではまるで……。

「じゃあ私の気持ちは蔑ろにしてもいいって言うの！？」

　自分だけが置き去りにされているような気持ちになってしまう。仲直りしようと意気込んだのに、クラリッサはもう先を見て進んでいってしまっているようで、哀しい。

　また一歩、クラリッサは大人になっていく。

「ずっと一緒だったのよ!?　ずっとお揃いにしてきたじゃない！　それなのにここにきて……もう最後なのに……もう一緒にいることができないのに……それなのに……っ」

「ごめんなさい、イングリット。でも分かって。私たちは双子だけど一緒じゃないの。すべてが一緒じゃない。『イングリットとクラリッサ』ではなくて、ただの『クラリッサ』でいたいの。イングリットの付属品じゃない、一人の女性として堂々とリヒター様の隣に立ちたいのよ！」

「何言って……！　クラリッサが付属品なわけないじゃない！　馬鹿なこと言わないで！　貴女は一人でも十分しっかり立っているじゃない！」

「それはイングリットには周りが見えていないからよ。貴女はこの国の太陽だから……誰よりも輝いていて周りなんか見えないわ」

「何よそれ！」

　こんな劣等感まみれの自分が太陽なわけがない。ただ虚勢を張って弱い部分を隠しているだけなのに。太陽はクラリッサの方で、誰よりも輝いているのもまたクラリッサだ。

　まさか彼女がそんなことを思っていたなんて思わずに動揺する。それがさらにイングリットを混乱に陥らせて、感情を増幅させていった。

「クラリッサに私の何が分かるのよ……！　勝手に決めて勝手に遠くに行こうとして！　全部全部私に内緒で！　ずっと私が嫌いだったんでしょ!?　だからこんなことするのよね!?」

「違うわ！」

「違うものですか！　これ見よがしにそんなドレス着て！　私が傷つくと思わなかったの!?」

「それは…………」

　ずっと憧れていた。ずっと羨ましいと思っていた。いつでも追い付きたくて、クラリッサのようになりたくて仕方なかった自分。それでもクラリッサが大好きで大好きで仕方がなくて、一緒に並んで立っていたかったのに、こんなにも簡単にリヒターに負けてしまうことが悔しい。

　悔しくて哀しくて、裏切られたような気持ちになって。

　とうとうすべての感情が溢れ出た。

「そんなドレス、似合わない！　……そんなの……そんなのっ！」

　――全部滅茶苦茶になってしまえ！

　イングリットの中のドロドロとした仄暗いものが、うねりを上げて衝動を押し上げた。頭の中が真っ赤に染まり、何かを手に取り、その中身をクラリッサ目掛けて浴びさせかけたのだ。

「きゃっ！」

　クラリッサの悲鳴が聞こえてきた。けれども、イングリットの目に映ったのはあの憎くて仕方のなかったシャンパンゴールドのドレスではなく、ラベンダー色のドレス。

「ユニス!?」

　クラリッサの悲鳴のような声で、ようやく自分が理性を欠いて何をしてしまったのかを理解した。クラリッサのドレスを台無しにしようと花瓶の中身をぶちまけ、それをユニスが庇ったのだ。

　あの綺麗なユニスを、嬉しそうに微笑んでいた彼女の幸せを、この手で穢してしまった。

　花瓶を床に落とし青褪めたイングリットは、自分のしでかしてしまったことに動揺して震えあがる。

「……あぁ……どうしよう……ユニス、ごめんなさい……ユニス……あ……あ……私何てこと……っ……どうしよう……どうしよう……」

　何てことをしてしまったのだろう。何て愚かな真似を……どうして私は……。

　グルグルと考えているうちに呼吸がだんだんと早くなり、肩で息をするようになる。何とか呼吸を落ち着けようと、胸に手を当てて自分の身体に言い聞かせるがどうにもならず、咽喉がひきつるような音を鳴らし胸が痛くなってきた。

　今、自分に何が起こっているか分からない。手が震えて立っていることもままならなくなり、倒れ込んでしまうと思った瞬間、クラリッサが抱き締めてくれた。

「大丈夫よ、イングリット。落ち着いて、ゆっくりと息をして」

　背中を擦られ、クラリッサの言葉に導かれるように彼女と呼吸を合わせていくと、徐々に落ち着きを取り戻す。そしてようやく話せるまでに回復したイングリットは、クラリッサに支えられ涙ながらにユニスに謝罪をした。何度も何度も、どう償っていいか分からずに言葉の限りを尽くす。

　だが、ユニスは首を横に振った。今は自分にではなく、クラリッサに謝ってくださいと。

「もしもあの水が私ではなくクラリッサ様に浴びせられていたら大変なことになっていました。もしかすると王子殿下の怒りを買ったかもしれない。とんでもないことをしようとしていたんです。それは分かりますね？」

　そう諭されて、どれだけ自分が大変なことを仕出かしてしまったのかを思い知った。

　そして情けなさと恥ずかしさで、涙が止まらなかった。

「ごめんなさいクラリッサぁ……ごめんなさい……ごめんなさいぃ……」

　クラリッサと抱き締め合う。

　ようやく言えた謝罪の言葉は、口にしてみれば簡単だった。こんなに簡単なことなのに、どうして今まで頑なだったのだろう。

　こんな意地を張らなければ、ユニスの夢を壊すことも、クラリッサとの残りの時間を無駄にすることもなかったのに。

　だが、クラリッサもまた頑なだった理由を教えてくれた。

「最初リヒター様に会ったとき、私イングリットに成りすましたの。彼はイングリットと結婚するつもりだったけれど、私が彼を好きだったから、一目惚れしたから……どうしても彼をイングリットに渡したくなくて……」

　卑怯な手を使ってしまった自分を恥じて、イングリットの責めに意固地になってしまったのだと、そう悔やむように。

　愛しているから卑怯な手を使ってでも手に入れたい。でも、好きだからそんな卑怯な自分を知られたくないと、葛藤する日々だったと彼女は語る。

　まさかクラリッサがそんなことをするとは、この場にいた誰もが驚きどよめいた。

　けれども、イングリットには痛いほどその気持ちが分かってしまう。

　自分もまた、長い片想いをしてきていたからだ。

「とりあえずはお二人で話し合いませんか？　時間まであともう少しありますし、それまでにじっくり話して本当の意味での仲直りをしてください。ね？」

　そう言い、気を遣って去ろうとするユニスを呼び止める。

「本当に、本当にドレスごめんなさい！　絶対に弁償するから！　アレスには私も一緒に謝るわ！　一緒に綺麗に洗うし何でもするから！」

　イングリットは自分にでき得る限りをするとユニスに謝った。それでも足りないけれど、今ここでできるのはそれしかない。それしかないから、もどかしい。

　だが、ユニスはそれでも優しく微笑んで言う。

「イングリット様、ドレスの汚れは洗えば落とせます。けど人の縁は一度汚れてしまったらなかなかそれを落とすことは難しいです。今回、汚れたのがドレスでよかったんですよ」

　ユニスの優しさに触れるたびに思う。自分もその優しさを誰かにあげられる人間になりたいと。自分も、彼女のように強く、真っ直ぐでありたいと。

　扉の向こうへと去っていく後ろ姿を見つめながら、強く強く。

　今、痛いほどにそう思う。

「……ごめんなさい、クラリッサ。話し合う前に、私アレスのところに行かなきゃ」

「ええ、そうね。パーティーの後でたくさん話しましょう」

　クラリッサに背中を押されて、イングリットは部屋を飛び出した。

　廊下を走るのは淑女としてあるまじき姿だが、早くディーングラードの元に行かなければと気が急いてそれどころではなかった。侍女にも呼び止められたが、この足は止まらない。

　もうすでに人が集まった会場に飛んで入ると、目的の人を探すために視線をぐるりと巡らせた。

　すると、最初に背の高いカークの顔を見つけて、その隣にいるディーングラードを見つける。急いで駆け寄ると、二人は共に驚いた様子でイングリットを見下ろした。

「アレス！」

「おぉ？　姫さん？　どうした」

　目を丸くするディーングラードに必死にしがみ付いたイングリットは、涙ながらに謝罪をする。

「ごめんなさい！　アレス！　本当にごめんなさい！」

　何故謝罪を受けているのか分からないディーングラードは、首を捻りながら「どういうことだ？」とカークに聞く。すると、そのカークがディーングラードを睨み付けて訝し気な視線を送っていた。

「……お前、イングリット様に何かしたのか？」

　地を這うような恐ろしいカークの声が聞こえてきて、イングリットは自分が言葉足らずだったと思い、二人に首を振って違うのだと説明する。

　自分が、ディーングラードがユニスに贈ったドレスを汚してしまったことを。

　すると、彼は一瞬眉根を顰めたが、すぐに頭を掻いて考え込むように呻った。

「……ユニスは……ユニスは怒ってましたかね？」

　イングリットが申し訳なさそうに首を横に振ると、彼は小さく「そっか」と呟く。

「ユニスが姫さんを怒っていないなら、俺もそれでいいです。謝罪は受け取りますよ、姫さん。わざとじゃなかったんでしょう？」

「……うん。ユニスは、私の愚かな行為を庇ってくれただけ。でも、私が貴方たちの想いを踏みにじったことには変わりないわ。ごめんなさい……ごめんなさい……」

　泣くまいと思っていても、この目はとめどなく涙を零し続ける。そんなイングリットの肩にカークがそっと手を置いて、寄り添おうとしてくれているのにも涙が止まらなかった。

「これは私の勝手な願いなのだけれど、できれば今すぐにユニスの元に行って欲しいの。きっと他でもない貴方だから、ユニスの本心に触れられるのだと思う。……私の前では絶対に泣いたりしないでしょうから、どうか……お願い」

　こんなにもユニスを傷つけたのに、誰かに頼るしかない現状が歯痒い。けれども、ユニスにはイングリットではダメなのだ。

　彼女がすべてを委ねられる相手でないと、またユニスは我慢を重ねてしまう。

「お願い、アレス。ドレスはちゃんと弁償する。パーティーを抜け出してもお咎めがないように私が取りなすわ。だから、私にはできないことを……お願いしたいの」

「ええ。任せておいてください」

　まるで子どものように屈託なく笑う彼は、イングリットの勝手な願いを引き受けてくれた。

　ディーングラードは、本当にユニスを大切に思っている。二人の絆を垣間見たような気がした。彼女はいい人に巡り合えたのだろう。

「カーク、あとは任せた。――姫さんのこともな」

「ああ。分かっている。早く行け」

　心得たようにカークが頷くと、ディーングラードは迷いもなく会場を出て行った。その後ろ姿を見送りながら、心の中でユニスが元気になるようにと願う。

「イングリット様」

　隣にいるカークが声をかけてくる。その声は気遣わし気で、少し優しい。

　肩を震わせたイングリットがゆっくりと彼を見上げると、大好きな茶色の瞳とかち合った。

　いつもその瞳に映りたくてソワソワしていたのに、今は辛い。こんな醜い自分を見て欲しくはなかった。

「イングリット様、今回のことは……」

「お願いよ、カーク。優しくしないで」

　いつもならその言葉に耳を傾け、彼の優しさを甘受していただろう。

　けれども、今のイングリットにはその資格がなかった。あんな酷いことをしておいて、自分も癒やされようだなんて都合のいいこと、できるはずがない。

「きっと今貴方に甘えてしまったら、私はさらにダメになってしまう。一人で立って、自分を省みるの。だから……私に優しくしないで」

　カークは辛いとき側にいてくれた。迷ったとき言葉をくれた。

　そのどれもがイングリットの光であったし、嬉しくもあったけれど、今は自分のために必要のない甘さだ。彼の慰めが免罪符になってはいけないのだ。

　カークは瞬きを忘れるほどに驚き動きを止めたが、すぐに小さく頷いた。

「分かりました。貴女がそう望むのであれば、その方がいいのでしょう」

　肩に置かれた手が離れていく。「ありがとう」とお礼を言ったイングリットは、クラリッサの元に行こうと踵を返した。しかしそこで、不意に手を握られ引き留められた。振り返ることなく、歩みだけを止める。

「――今回は身を引きますが、今後また、必要ならば私の元にいらしてください。お待ちしております……イングリット様」

　きっと彼はいつも通り、感情の読めない顔で言葉を言ってくれているのだろう。でもその言葉は優しくて、今のイングリットには残酷なほどだった。

「――ありがとう」

　振り返ることもできず、か細くお礼を言う。

　力を弱められ、するりと抜けていく手。

　その手に残ったぬくもりに縋らないように、己を律してクラリッサの元へと向かった。










第三章











「つまりは、もう惚れてしまったらどうしようもないのよ！」

「何？　突然」

　クラリッサと話していたら、突然興奮したように言ってきた。

　あまりにも力みながら結論を出してきたので驚いて少し退く。たしかに今、一緒に恋の話をしていたが、そんな極論を彼女が言うとは思いもしなかった。

　あのパーティーの日から、イングリットとクラリッサは以前にも増して一緒にいるようになった。食事を共にするのはもちろん、夜寝るときもどちらかの部屋で一緒に寝る日もある。

　クラリッサはあと一年もしないうちに隣国に行ってしまう。

　それまでの間、喧嘩していたときを埋めるように、残りの時間を惜しむように、アシュレイも一緒に姉弟仲睦まじく過ごしているのだ。

　さすがにアシュレイも就寝を共にするのは障りがあると遠慮して二人きりだが、必然的にその話題は恋の話になっていく。

　今もクラリッサから、リヒターとの関係、イングリットと喧嘩をしていた間に彼とどう距離を縮めたのかを中心に話を聞いていたが、どうやらリヒターという男は見た目に反して辛辣な人間のようだ。

「あの方、一見優しそうだけど、口を開けば胸に刺さるようなことばかり言うの。『自分がないつまらない子だね』とか、『楽しい？　そんなにいい子ちゃんで』とか。遠慮が一切ないの」

「……どこに惚れたの？　もしも脅されてあの人のところに嫁ぐっていう話だったら、絶対に許さなくてよ？」

「もちろん自分で決めたわよ。確かに遠慮のない物言いをされる方だけれど、でも私には必要な厳しさだったと思っているの。……私ね、周りに言われるがままに物事をこなしてきたけど、リヒター様の言う通り自分というものがなかった。いい子を演じて人の顔色窺って波風立てずに生きてきて。だから、何か一つのものをずっと好きで追い求めているイングリットが羨ましかった。――ずっと、貴女のようになりたいって思っていたの」

　それはこちらの台詞だと言おうとして、イングリットは言葉に詰まった。驚きすぎて上手く言葉にできない。まさか、クラリッサにそんな風に思ってもらっていたとは夢にも思わなかった。

　憧れていたのはイングリットの方だとずっと思っていたのに。

「何言っているの。たくさんの紳士から贈り物をもらっているくせに。それだけクラリッサを好いている人は多いのに」

「それは本当の私を知らないから。上辺の器量だけ見ているのよ。きっと、本当のつまらない私を知ったら、すぐに飽きてしまうでしょうね。でも、イングリットは、強烈に人を引き付ける。知っている？　貴女の周りにいる人間、皆貴女を心から好いている人ばかりよ？　何があっても側にいてくれるだろうって人ばかりがいてくれている。もちろん私も含めてね」

　イングリットが劣等感を持っていたのと同じように、クラリッサもまた自分に悩んでいた。それは目に見えないものだったし、彼女も口にも顔にも出さないから気付いてあげられなかった。本当に自分のことばかりしか見えていない。

　ずっと一緒にいたのに肝心な部分は、知らずにいたのだ。

「だから、太陽みたいだって言ったの。貴女の光は眩過ぎるから、大抵の人は目をつむってしまうだろうけれど、引きつけられた人はどうしようもなく魅了されるのよ」

　あぁ、そんなことない。太陽はクラリッサの方だというのに。

　今もその笑顔でどれだけこの心が癒やされているか、きっと彼女は知らないのだろう。

　イングリットは彼女の肩にそっと寄り添う。

「私にとっての太陽は貴女よ、クラリッサ。きっとリヒター様にとってもそうなのね。『つまらない人』と口では言いながらも、好いてくださっているのだもの。唯一無二なのよ。どうしようもなく惹かれたの」

「それは私も同じ。私も、リヒター様にどうしようもなく惹かれて、彼に相応しくあろうと必死だった。愚かなくらいにね」

　恋は人を盲目にする。ダメにするし、また成長もさせてくれる。

　どうしようもないほどの熱くて苦しい思いを抱えながら、愛おしい人に近づきたいと切望し、そしてみっともなくあがくのだ。それがいい方向に作用するか、悪い方向に作用するかはその人次第だけれども、クラリッサにとってのリヒターへの恋はいい方向へと向かったようだ。

　以前よりも彼女はさらに美しい。

「私もクラリッサのような大人びた人間になりたかったわ」

「あら、私全然大人びてなんかないわよ。ただ少し世渡りが上手なだけ。大人の言うことを従順に聞く大人しい子どもというだけよ」

「そんなこと言ったら私は癇癪を起こす子どもよ」

　お互いまだまだ子どもだと言い張り、見つめ合って噴き出す。

　まだ十五歳。足りない部分など数えれば数えるほどに出てくる。

「結局、どういう人が大人なのかしらね……」

　それはずっとイングリットを悩ませ続けた謎だった。

　成人したら大人なのだろうか。淑女としての振る舞いができるようになったら？　結婚したら？　子どもを産んで親になったらだろうか。

　その答えの一つだと思っていたクラリッサでさえ、自分はまだまだ子どもだと言うのだ。問いが難解過ぎるのかもしれない。

　考え過ぎて難しい顔をしているイングリットを覗き込んできたクラリッサは、フフフと笑う。

「そんなに大人になることに、こだわらなくてもいいんじゃないかしら？　きっとカークなら、今のイングリットでも十分だって言ってくれそうだけれど？」

「……ダメよ、クラリッサ。そうやって私に期待を持たせようとしないで」

　突然カークの名前が出てきて、瞬時に頬が赤くなった。あのパーティーの日にカークに見せた痴態は、記憶に新しい。もしかすると、やはりあの姿を見てまだまだ子どもだと思われてしまったのかもしれないし、呆れてしまった可能性だってある。

　彼と距離を置いて、冷静に考える時間なのだ、今は。

　反省するばかりだったイングリットは、己の成長のために何かと模索中だ。

「もう惚れてしまったら、どうしようもないのは、イングリットも同じではなくて？　だから、ずっと思い続けてきたんじゃない？」

　胸を指さされ、イングリットは己の胸に手を当てた。

　たしかに、クラリッサの言うように、どうしようもないものなのかもしれない。

　どうしようもない上に、はっきりとした答えをカーク自身から聞きもせずに自己完結しようとしているから、こんなにも未練がましくなるのだ。

　それはきっとイングリットが臆病者だから。これ以上傷つかないようにと、自ら道を絶ってしまっていた。

　――でも。

「たしかに私たち、まだ大人になり切れないけれど、誰に恋してもいいじゃない。誰にもイングリットのその恋を止める権利はないわ。きっと、貴女の恋に歯止めをかけてしまっているのは……貴女自身。でしょう？」

　きっと、決着を付けるときが差し迫っているのだろう。

　イングリットはゆっくりと頷いた。それは否定しようもない、事実だった。

　政略結婚を機にカークを忘れようと思ったが、そんな小賢しい考えはこの胸の中の真実の想いには勝てない。

　実っても破れても、それでもカークへの想いにケリをつけることが、イングリットのこれからの第一歩のような気がした。

「……私、カークを諦めなくてもいいのかしら」

「ええ。諦める必要なんてどこにもない」

「私もクラリッサを見習って、がむしゃらに行くべき？」

「そうね、多少強引でもいいくらいじゃないかしら。まずは自ら口づけを仕掛けるくらいのことしなきゃね」

「――――え？」

　あのリヒター相手にどんな恋の駆け引きをしたのか。

　この大人しく、あまり目立つような真似をしない妹の知られざる一面を図らずとも知り、イングリットは複雑な気持ちになった。

　けれども。

（……強引……口づけ……は、無理かもしれないけど、でも……）

　ダメで元々。嫌われたりしたらどうしようとか、きっとダメだからと思っていたけれど、もうイングリットには進む道しか残されていない。

　だって、カークを諦めることも、彼以上に愛せる男性も現れないのだから。

「……クラリッサ……その、強引に口づけしたって話を……ぜひ詳しく」

　二人の夜は更けていく。
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「参考までに聞かせて。ユニスはどうやってアレスを堕としたの？」

　イングリットの髪の毛を梳いていたユニスの手が止まり、櫛が小刻みに震え始めた。鏡の中の彼女を見ると、顔を紅でも塗りたくったように真っ赤に染め上げている。

「…………どうやってというのは」

「そのままの意味よ。どういう過程で、何と言って恋人同士になったのかを聞きたいの」

　何か参考になればと、この蜜月真っ最中のユニスに聞いてみたが、なかなか口を開こうとはしなかった。口籠もり焦るところを見ると、そんなに恥ずかしいことを言ったのだろうかとますます気になってくる。

「い、いきなりどうなさったんです？　そんなことを聞いてくるだなんて」

　何とか誤魔化そうと逆にイングリットに疑問を投げかけてきたユニスは、手をまた動かして髪を懸命に梳いていた。そこはどうやら二人だけの秘密にしておきたいようだ。

「別に……ただ、私も頑張ってみようと思って」

「え？」

「だから、私、カークへの恋をもう少し頑張ってみることにしたの！」

　聞き返されて恥ずかしくなってしまい、思わず大きな声を出してしまったが、それ以上にユニスの顔が驚くべきことになっていた。今まで見たこともないようなキラキラとした目でこちらを見ている。かと思ったら、眉を下げて涙ぐんでしまった。

　何かと表情が忙しいユニスに目を丸くしながら、「何で泣くのよ」と言うと、「嬉しいです」と返ってきた。

「ずっと、ずっと、イングリット様はご自分のお気持ちを抑えていらっしゃって……誰よりも好きなものには妥協しない貴女が、カーク様のことになると途端に弱気になられて……もどかしく思っておりましたから」

「悪かったわよ……そんなにやきもきさせて」

　そんなに心配されていたのだと思うと、申し訳なくなる。それだけイングリットの気持ちは一目瞭然で、口でカークを好きではないと言ったところで空回るだけだったのだろう。

「ご心配なく。今度はちゃんと自分の気持ちに向き合うわ。……じゃないと、時間がなくなりそうだもの……私の」

　そう呆れたように溜め息を吐くイングリットは、鏡の向こうに見える山を見て眉を顰めた。ユニスもそれに気づき苦笑する。

　クラリッサの婚約が正式に発表された途端、今までこちらに見向きもしなかった貴族連中がプレゼントを贈ってくるのだから驚きだ。その量の多さに、驚きを通り越してうんざりもするが、つまりは今のイングリットは婚約者選定の段階に入っているのだろう。

　クラリッサを第一候補にしていた紳士方が、次はイングリットに狙いを定めてきている。

　王家と親戚筋になれば家も安泰、格も上がる。自分でも「王女」としての価値を知ってはいたが、結局は価値基準でしか見られていないのだ。

　クラリッサの言っていた意味がようやく分かったような気がする。いくら贈り物が多く届こうとも、それはあまり意味を持たない。

「戦争やら何やらでゴタゴタして、ずっと婚約者を決めていなかったし。私が長女なのに婚約者がいないのはまずいでしょうからね」

　アシュレイは王太子であるがゆえに、すでに五歳の時点で婚約者が決められていた。そしてクラリッサも決まったとなれば、あの父のことだ、きっとイングリットもと言ってくるに違いない。

　もしかするとカーク云々の前に、先手を打っておく必要があるのかもしれないと、イングリットは唸りながら考えた。先に婚約者を決められてしまえば、カークと結ばれるどころの話ではなくなる。

「いろいろと動くのは早めの方が良さそう……」

　プレゼントの山を胡乱な目で見つめ、決意を新たにする。やることは山ほどあった。

「ユニス！　たくさん編み込んで豪勢にして！　髪飾りもふんだんに使ってね！　お父様を威嚇できるくらいに！」

「……い、威嚇とは……イングリット様、何をなさるおつもりです？」

　心配そうな顔をするユニスに、フッと笑みを送る。

　つまりはまず、先んじて出てくる憂いを払わなければならない。




「お父様、お母様。そろそろ私の婚約者選定に入られるかと思いますが、私には想い人がいるのでその人以外には考えておりません。ですので、どうぞ今しばらくお待ちください」

　わざと畏まった口調で食事中の両親に言えば、父は食事をする手を止めて唖然としていた。母は平静ではあるが、こちらを注視して何ごとかと興味津々の顔をしている。

　そんな二人の顔を見ながら、イングリットはなおも続けた。

「まぁ、この想いが結ぶかどうかは分からないけれど、まだ結果が出ないうちに勝手に婚約者を決めないでってことよ。私がいいと言うまで待って」

「――あいつか」

　イングリットの言葉を遮るように、父が低い声で唸る。

「その想い人というのは、カーク・クウィンレッドか？」

「ええ、そうよ」

　父の言葉を肯定すると、ますますその目が据わったものになってきた。どうやら、父は異論があるようだ。

「お父様は、カークのことがお嫌いかしら？」

「嫌いではない。あやつは騎士団長としてこの国を守り、先の戦争では素晴らしい活躍を見せた。……が、お前とは歳が離れすぎている」

「二十違うわね」

「そうだ。むしろ私との歳の方が近い」

　父は今年三十九歳。たしかにその通りだが、まさかそこが引っかかるとは思わなかった。

「私も今年成人するもの、特段問題はないわよ。歳の差のことなんて、私が一番腐るほど悩んだわ。悩んで悩んで諦めようとも思ったけれど、諦めきれないし彼以上の男性がいないから、こうやってお父様に直々に頼み込んでいるの。それに相手は騎士団長。王女の伴侶として十分な身分でしょう？」

　言わんとしていることは分かる。だが、もうそれを乗り越えてイングリットは答えを出したいのだと言うと、父は何も言い返さずに押し黙った。悩んでいるようにも見える。

「お父様。私からもお願いします。今回、リヒター様の婚約は、半ば私の我が儘のようなもので結ばれたから、イングリットのお願いもぜひ聞き届けて欲しいの」

「ぼ、僕もお願いします！　僕、イングリット姉様にも幸せになってほしいし、カークはとてもいい人だから、きっと幸せにしてくれます！」

　話を聞いていたクラリッサとアシュレイも援護してくれて、一緒になって頼み込んでくれた。イングリットはさらに必死になってお願いをすると、最後に母が一言、父に物申す。

「イングリットがカークと結婚したいと思っていたなんて、十年前から周知の事実だったでしょう？　それに最初に言いだしたとき、否定もせずに『お前の花嫁姿はさぞ綺麗だろう』と言ったのは貴方自身です。子どもの一過性の想いだと侮った結果ですよ」

　涼やかな顔でぴしゃりと言い放った母に、父は何も言い返せなかった。

　そして、ようやくカークが受け入れたら考えてもいいという譲歩を勝ち取ったのだ。




　とりあえず言質は取った。あとは、どうこの想いをカークに伝えるかだ。そこが一番肝心で、難しい。

　イングリットは考えるだけ考えたものの、答えは出てこなかった。恋愛小説などを参考にしてみても、それぞれシチュエーションが異なっているし、何やら気持ちが高まって告白をしている場面が多い。

　どう伝えるのが正しいかなんてそんな正解はなくて、結局は場所とその場の勢いが必要なのかもしれないと思ったら、久しく見ていないカークの顔を見たくなった。もしかすると、会えば素直な言葉が出てくるかもしれない。

　そう思ったら居ても立ってもいられなくて、支度をしている最中にカークに先触れを送る。もうしばらくしたら手が空くとの返事が来たので、イングリットは勇んで赴いた。

　以前はカークの元に向かうにも、自分の中でいろいろと言い訳をつけたものだった。会いたいけれど恥ずかしくて、もっと話していたいけれど自分の気持ちが溢れるのが嫌で、そのジレンマに苦しんだけれど、今はそんな葛藤は一切ない。

　ただ、純粋にカークに会いたい。

　会って、この想いを届けたい。それだけだった。

「お久しぶりです、イングリット様。申し訳ありません、お待たせして」

「いいのよ。私が突然過ぎたの」

　侍女と一緒に部屋に入ってきたイングリットを快く迎えてくれたカークは、相も変わらず見目麗しかった。まるで飢えていたかのように、その顔を見た途端に心が充足感でいっぱいになって、それだけで幸せになる。

　素直に剥き出しになった恋心は、久方ぶりの再会の喜びを噛み締めているようだった。

「それで、本日はどうなされたんですか？」

「ええ……貴方に話、というか確認したいことがあるの」

　手を取られソファーに促されながら座ると、カークは首を傾げていた。それもそのはずだと、イングリットは緊張を高めた。

　膝の上に置いた手が震えているのに気が付いて、強く握りしめる。もう臆病な自分でいては先に進めないと、激しく叱咤した。

「……カーク、あ、貴方、婚約者とかいらして？」

　これはもう調査済みでいないのは知っているが、念のためだ。実は話が知らぬところで進行しているという可能性だってある。

　カークは一瞬眉根を寄せて怪訝な顔をするも、何も聞かずに答えてくれた。

「いいえ。おりませんが」

「では、恋人とかはどうかしら？」

「おりません」

「そ、それでは、心に想う人はいて？　こ、心に決めた人と言うか……」

　ますます不可解といった顔をしたカークは、少し黙り込み視線を横にずらす。何かしらを考え込んでいるようで、イングリットはその間に不安が込み上げてきた。

　考え込むということは、今誰かしらを頭の中で浮かべているわけで。それがイングリットではないかもしれないと、想像するだけで辛い。

　振られてしまうかもしれない。その可能性が降ってきた途端に、この場から去りたい思いに駆られた。決定的な答えを聞きたくはなかった。けれども、その恐怖を懸命に打ち消す。

　だが、カークはこちらを真っ直ぐに見据えて言う。

「――心に決めた方なら、おります」

　その瞬間、イングリットは「やはり」と納得しながらも、心がその事実を頑なに拒絶した。十年間共にいた恋がこれから見事に打ち砕かれてしまうのだと思うと、悔しくて仕方がない。

　相手が誰なのか聞きたいが、だが今はそんな余裕もなかった。ただ、今言われた言葉を懸命に自分の中で消化するので手一杯だ。

　涙は見せまいと、必死に顔に力を込めた。

「分かったわ、ありがとう。……それだけ、聞きたかったの。仕事中に失礼したわね」

　取り乱す前に一度ここから出てしまおうと、さっと立ち上がる。

　ところが、カークに手を取られてしまって、それが叶わなかった。

「――イングリット様、何故、それを私にお聞きになったのですか？」

　追い打ちをかけられているような気分になる。カークにしてみれば当然の疑問だ。唐突過ぎるし、脈絡もない質問だった。

　答えに詰まる。ただ、簡単に答えられないからというだけでなく、涙で声が震えそうになっているのに気が付いたからだ。声を出せば、涙が零れてしまう。

（泣いちゃダメ……泣いては……）

　きっと泣いてしまえば、この心が乱れてしまう。また子どものように癇癪を起こして、カークを困らせてしまうかもしれない。感情の制御が利かずに失態を犯すのは、二度とごめんだというのに。

「私の想い人が誰なのか……聞かなくてもよろしいのですか？」

　それなのに、カークは逃がしてはくれない。

「イングリット様」

　両手で顔を包まれ上を向かされ、カークがイングリットの酷い顔を覗き込んでくる。そんなことをされてしまえば、もうすでに崩落しかけていた涙腺は一気に決壊した。

「……聞きたく、ないわよ……貴方が私以外の人を思っているなんて……聞きたくないぃ……っ」

　ボロボロと大粒の涙が頬を伝い、カークの手を濡らす。止めなきゃ、と思うほどに涙が止まらずに、とうとう咽喉がしゃくり上がった。

「わ、私、……うぅ……カークに……婚約者にっ……なってほしいって……言いたかった……のにぃっ」

「…………え？」

　ようやく涙ながらに本音の一部を吐き出したというのに、当のカークは戸惑ったような顔をしていた。それがさらにイングリットを哀しみの淵に追いやる。

「『え？』って何よぉ！　私じゃ貴方の婚約者に相応しくないってこと!?　知ってるわよ！　私みたいな子どもが、貴方とは釣り合わないってぇ！」

「……すみません。そういう意味ではないのです。弁明させてください」

　泣き崩れるイングリットに必死に頼み込んでくるカークは、酷く真剣だった。焦ったような顔もしているし、イングリットにどうにか話を聞いてもらおうと苦心しているようにも見える。そんな顔をする彼は初めてで、徐々に冷静さを取り戻したイングリットは、泣きわめくのを止めた。

　そっと横から侍女が差し出してきたハンカチをカークが受け取り、濡れた頬を拭きながら神妙な面持ちでゆっくりと口を開いた。

「――先ほど不躾にも聞き返してしまったのは、私はてっきり貴女のそういう対象にはなり得ないと思っていたからです」

「……何で？　そう思ったの？」

「イングリット様はよく私のことを『あんなおじさん』とおっしゃってましたし……」

「そ、それは……！」

「『好きでもない』と、きっぱりとおっしゃっていたのを知っておりましたから」

「な、ななななな、何で、それを……」

　カーク本人には言ったことがないその言葉を、何故彼が知っているのか。

　驚愕のあまりイングリットは震えてまた泣きそうになった。

　自業自得とはまさにこのことだ。本人に直接言わなくても、城は人が多く、誰かが聞いていてもおかしくない。ましてやそれがカークの耳に入っていても何ら不思議はないのだ。

　あまりの自分の浅慮な言葉に、今さらながらに恥じ入った。

「ごめんなさい……カーク。今度は私の方が弁明させて」

「ええ。どうぞ。イングリット様の素直な気持ちを、お聞かせください」

　怒るわけでもなく、イングリットの愚かな言葉を赦すような優しい声。恥ずかしくて消え入りそうだが、その言葉に導かれて懸命に口にする。

「十年間、ずっと大好きだった。初めてカークに会ったときから、ずっと貴方だけが好きで、お嫁さんになりたかった」

「覚えておりますよ。『お嫁さんにして』とおっしゃってくださいました」

「でもね、貴方は大人で、私は子どもで。どれだけ貴方に追いつこうと背伸びしても全然追い付けなかったの。周りからもどうせ無理だから諦めなさいって言われたし、カークが女性と一緒にいる姿を見ただけで打ちのめされた。私は弱くて……意気地なしだから。そうやって、自分の気持ちを否定することで自分の気持ちを守っていたの」

　だからと言って、カークを傷つける言葉を言っていいわけがなかった。今さら後悔しても遅いし、現にカークはイングリットの拒絶の言葉を本気と捉えてしまっている。

　自分の浅はかさは、いつだって自分に返ってくる。それが今また、骨身に沁みている。

「大好きよ、カーク。何度諦めようとしても、私には貴方しかいなかった。好きじゃないなんて嘘よ。大好きで大好きで……いっそのこと嫌いになれたらよかったのにと、思ってしまうくらいに。貴方がおじさんだろうとおじいさんだろうと、関係ないの。カークであれば……カークだったら、何だって好き」

　過去は取り消すことはできないけれど、それが霞むくらいにカークに好きだと言いたい。胸の中にこれくらいの想いを詰めているんだって、開いて見せられたらよかったのにと思うほどに。十年分と思ったら、いくら言っても足りないほどだ。

「だからね、私、貴方を吹っ切るために隣国に嫁ごうとも思ったけれど、でも、もうそういう無駄な足掻きはやめたの。自分の気持ちに正直になって、どうにかカークに気持ちを伝えて踏ん切りをつけようと思って。お父様にも婚約者選定の第一候補にカークを入れてもらったの。もしも、カークが私を受け入れてくれたらって思ったのだけれど……」

　それは難しいのかもしれない。沈んだ心を隠すように笑う。

　けれどもこれでようやくイングリットは前に進める。隣にカークがいてくれないのは哀しいけれど、それでもただ諦めるだけで終わる恋よりはよかったのだ。

「イングリット様」

「貴方のその想いが……相手に届くようにと願っているわ」

　本当は願っていない。カークの想いが届かなければいいとさえ思っている。そうしたらまた自分にチャンスが巡ってくるのにと、浅ましさが自分の中にあることに気付く。

　口に出さないのは、最後の矜持だ。最後くらいは成長した姿を見せて、惜しいことをしたと悔しい思いをさせたいと。それで綺麗に去ろうと。

　そう思うのに、カークはじぃっとイングリットの目を、何かを訴えるように見つめてくる。何を言うでもなく、ただ見つめてくる彼の感情が読めなくて、イングリットはたじろいだ。

「……あの、カーク？」

「本当によろしいのですか？　私の想い人が誰か聞かなくても」

「私の心の傷をさらに抉るつもり？」

「私を応援してくださるのでしょう？　私のこの想いを、届けるために」

「……そうね」

　まさか今ここで応援をしろとでも言うのだろうか。何とも直球過ぎて驚いてしまうけれども、イングリットは頷いた。カークが望むならば、と。

「では、私のこの想いを届けてください。イングリット様、貴女に」

「――え？」

　ところが、カークがとんでもないことを言ってきた。満足そうな顔で、優しい瞳を湛えながら。

　自分の耳を疑った。あまりにも信じがたい言葉で、混乱する。

「ま、待って……それって……」

「どうか私を、イングリット様の婚約者に選んでいただけませんか？」

「……うそぉ」

　嘘みたいだ。信じられない。そう思うけれども、カークが嘘を吐く人間ではないと知っていた。誠実で真っ直ぐで。イングリットに適当なことは言わない。

　止まったはずの涙がまた零れてくる。今度は先ほどとは違う嬉し涙。今までとは違う、温かな涙だ。

「イングリット様……どうかお返事を」

「私はもう十年も貴方のお嫁さんになりたくて仕方なかったのよ？　聞くまでもないわよ！　カークの馬鹿ぁ！」

　思わず彼の首に飛びついて、何度も首を縦に振る。それを受け止めて抱き締めてくれるカークは、嬉しそうに「ありがとうございます」と言った。

「今までは騎士としてお側におりましたが、これからは共に道を歩むパートナーとして。生涯、貴女のカークでいさせてください、イングリット様」

　あぁ、どうしよう。夢みたいだ。十年越しの想いが叶う日が来るなんて。

　イングリットは嬉しさのあまりに、もう逃がすまいとカークを強く抱き締める。これが夢だと思いたくない。今感じているカークのぬくもりが本物であるようと願うように、強くきつく身体を寄せる。

「……嬉しい」

　もう胸がいっぱいで言葉が出なくて、一番大きな感情を堪らず漏らした。

　想いが通じる喜びは、こんなにも身体を酷く打ち震わせるものなのだと知る。きっと、クラリッサもユニスも、こんな気持ちだったのだろう。

　高揚し、心も身体も熱い。

　――自ら口づけを仕掛けるくらいのことしなきゃね

　不意にクラリッサの言葉が甦って、目の前にある彼の唇を見つめる。いつもは手の甲に下りるこの唇が、もしもイングリットの唇と重なったらどうなるのだろう。今以上に幸せな気持ちになれるのだろうかと、ドキドキした。

　もう婚約者になったのだから、口づけしても問題ないはずだ。

　クラリッサがしたように、イングリットも大胆なことをしておくべきだろうか。誓いの口づけのように、恋人の証しのように。本当に思いが結ばれた同士だと証明するように。

　イングリットはゴクリと息を呑んで、覚悟を決める。未経験だが、唇を押し当てるくらいのことはできるはずだ。とても恥ずかしいし、今にも心臓が止まりそうなほどだが、きっとイングリットにも可能だと、意を決して顔を近づけた。

　ところが。

「……いけません、イングリット様」

　それをカークが止める。近づく顔を手で止めて、厳しい声を出してきた。

　まさかの反応に、イングリットはムッとする。

「何で!?　もう婚約者だもの、口づけくらいいいでしょう!?」

「いえ、まだ陛下の許可をいただいておりませんから、正式にはまだ違います。それに婚前にそういうことをするのは、よろしくないかと」

「どうして!?」

　納得ができなくてムキになる。

　クラリッサはまだ婚約段階なのに、キスをした。それなのに何故イングリットだけはダメなのかと、問いただす。

　だが、カークはいつも通り涼やかな顔で言い放つのだ。

「信用の問題です。もしも婚前にイングリット様に触れたと知られたら、陛下の信頼を損なう可能性があります。筋は通さなくては」

「じゃ、じゃあ！　……な、内緒でっていうのは？」

　侍女の手前大きな声では言えないが、カークにこっそり耳打ちするもそれもすげなく却下されてしまう。

「そこは誠実にいきましょう」

「……そんなぁ」

　一歩も譲る気がなさそうなカークに肩を落として嘆く。生真面目であるとは思っていたが、まさかこんなところにそれがふんだんに発揮されるとは露とも思わなかった。

　どうやら二人の甘い雰囲気までは、道のりが遠そうだ。




　それから三日かけて二人で父を説得したのち、ようやく正式にカークはイングリットの婚約者として認められることになる。










第四章











　春の暖かな陽射しが窓から差し込み、心地よさすら感じる日が続いたある日。

　クラリッサはリヒターの伴侶となった。

　三か月前、ここアムフォレストを発ち、隣国に赴いた後すぐに結婚式が開かれた。

　イングリットはそれには立ち会えなかったが、その後行われた祝賀パーティーには出席した。

　そのとき、カークが婚約者として隣にいてエスコートをしてくれたのだが、それはそれは紳士的でスマートで、惚れ直してしまうような気遣いだった。イングリットの頬は終始赤く染まっており、頬紅もいらないほどだった。

　女性として扱われている。それが分かってしまうと、どうしても心の中で悶絶せずにはいられない。

　寄り添うように背中や腰に手を添えられたときは、その場で卒倒するかと思ったほどだ。他の男性が近づけばさらに密着度は増すし、以前のように誰かに呼ばれてすぐにどこかへ行ってしまうこともない。祝賀パーティーの間、その行動のほとんどを共にしていた。

　昔も優しかったが、今は何かと側にいてあれやこれやと気遣ってくれるのだ。

　けれどもひとつ。

　イングリットには不満に思うことがあった。




「これ見よがしにベタベタベタベタと……！　リヒター殿下があんなにも節操がない人だとは思わなかったわ。所かまわずクラリッサにくっついて、自分のものだと言わんばかりよ！」

　アムフォレストから帰ってきて日常に戻ったものの、イングリットの心の中は穏やかではなかった。

　隣国で見てきた新婚夫婦。三か月ぶりに会ったクラリッサは、驚くほどにお惚気カップルになっていたのだ。

　イングリットがクラリッサと話がしたいと誘うと、必ずリヒターもついてくるし、ついてくればくるで、ずっとリヒターがクラリッサにちょっかいを出してまともに話もできない。

　それを怒ることもできないクラリッサは、結局申し訳なさそうな顔をして「ごめんなさい」と言うばかり。ただ二人の仲の良さを見せつけられただけの滞在だった。

　もう彼女はリヒターの妻なのだから、イングリットは遠慮をしなければならない立場なのだろうが、わざとらしく見せつけるようにイチャイチャされると、湧かせたくもない苛立ちが湧いてくる。どこか自慢げにこちらを見るリヒターの目が気にくわない。

　それに、リヒターに苛立つのは、また別の理由もあるからだ。

（結局、婚約者になっても、カークはキスのひとつもしてくれないし！）

　どちらかと言えば、こちらへの不満の方が大きいのだろう。

　「まだ正式に婚約をしていないので』と口づけを制止したカークは、あれからいくらイングリットがせがんでも一切してくれなかった。

　父に正式に婚約者として認められたあとも、イングリットの誕生日がきて十六歳になっても、リヒターとクラリッサがキスをしているのを見て、私もキスがしたいと強請ったときも。すべて額のキスで済まされてしまったのだ。まるで、子どもにするようなキスで。

　いくら言っても彼は首を横に振る。

「これはけじめです」

　そう言う気持ちも、重々理解はできる。あの父の最初の拒絶ぶりを見れば、不埒な真似はできないと慎重になっているのだろう。

　けれども、納得はできなかった。

「ねぇ、ユニス。貴女アレスと初めてキスしたのはいつ？　婚約する前？　後？」

「い、イングリット様!?」

　上手くはないけれど好きでたまにする刺繍を、難しい顔をしながらしていたイングリットは、お茶を淹れに来てくれたユニスに聞くと、彼女は顔を赤くして飛び上がるように驚いていた。一緒に刺繍をしていた侍女も頬を染める。

「それはアレスから？　それともユニスから迫ったのかしら？　そうだとしたらどう迫ったの？　ただ『キスしてほしい』ではダメなのかしら。もう少し男心をそそるような誘い方がいいということ？　女性の艶やかさとかそういうものが必要？」

「イングリット様！」

　怖いくらいに目が据わった状態で聞くイングリットは必死だった。あの堅物で生真面目なカークを篭絡させる手立てがあるのであれば、ぜひとも先達者たちからご教授願いたい。

　そう意気込んでつらつらと聞くが、ユニスは恥ずかしがって口籠もる。

「イングリット様。その辺にしてあげてください。ユニスが泣きそうです」

　見かねて止めに入った侍女は、苦笑しながら「落ち着きましょう」と言ってきた。そんな彼女にも「どうなの？」と聞くと、何故かお茶を勧められる。

　イングリットはお茶を飲みながらも、やはり難しい顔で考え込んでいた。

「――どうなされたのです？　カーク様とのことで何かお悩みが？　そ、その……キス、のことですか？」

　ようやく我に返ったユニスが、心配そうに聞いてくる。

　彼女もまた二か月後にディーングラードとの結婚式を控えていて、絶賛婚約中だ。毎日幸せそうで、悩みなど何もないように見える彼女が羨ましい。

　羨んでも仕方ないというのに、彼女が酷く眩しく見えた。堪らず抱き着いて、甘えるように縋り付く。

「カークに何度言ってもキスをしてくれないの……それだけよ。それだけなんだけれど……何故こんなにも悩みが尽きないのかしら……」

　想いが通じ合ったら、幸せ一色な気持ちになると思っていたのだ。キラキラと輝いて、喜びと楽しさだけが胸の中に溢れ、不安や不満などなくなると。

　ところが今、イングリットの中は荒れ模様。カークに受け入れられたことでついた自信も日に日に萎んでいってしまった。

「イングリット様……」

　ユニスが背中を擦ってそんなイングリットの不安な気持ちに寄り添ってくれている。その手が温かくてホッとして、自分の中のドロドロとしたものが薄まっていくような気がした。

「分かっているわ……カークと婚約できただけでもめでたいことなのよ。それなのに、それ以上のものを求める私が欲張りなだけ」

　知らなかったのだ。一度手に入ってしまうと、こんなにも欲深くなるだなんて。満足すると思っていたのに、次から次へとカークへ求めるものが多くなる。

　女性として扱ってくれているのは端々に感じてはいるのだが、恋人同士のようなこともしてみたいのだ。たとえばカークから抱き締めてくれるとか、キスをしてくれるとか、そういう恋人にしかできない触れ合いのようなものを。

　そうしてもらうことで、本当の意味でカークの恋人になれるような気がした。彼の愛情を確かめられるとそう思って何度もキスをせがんでみたのだが、それはもしかすると迷惑だったのかもしれない。

　やはり、イングリットが子ども過ぎて、そういう対象に見られないのではないだろうかと、そんな恐怖がずっと心の中に渦巻いている。

「恋は人を欲張りにするものですよ、イングリット様。際限はないのだと思います。逆にそれだけイングリット様が懸命に恋をしている証拠ではないですか？」

「……そうなの？　ただの我が儘ではなくて？」

「好きだからこそ、愛情表現をしてほしいと思うのは当然のことですよ。それはイングリット様の一方的な我が儘というよりも、カーク様とじっくり話し合うべきことではないでしょうか。これから一生を共にするのですから、胸に思うことがあるのであればお話しするべきです」

　「話し合う」と言われて、たしかにカークと話し合ったりした記憶がないと気付く。いつもイングリットの言葉に頷き我が儘を聞いてくれて、ダメならダメで明確な理由を話してくれた。でも、今回はきっとイングリットがその理由に納得がいかないから、こんなに悩んでいるのだ。

　今までだったら、納得できるように話を突き詰めてきたが、こと彼の愛情が絡む分控えめな追及となる。もしも、本当にイングリットが子ども過ぎて手が出せないという理由であれば、また落ち込んでしまうだろう。

「本音を聞くのは……怖いわ」

「ええ、怖いですよね。でも、その本音が悪いものとは限らないです。今まではお一人で抱えていた想いも、今はお二人で共有するんです。それが恋人というものだと、私は教わりました。きっと、カーク様なら大丈夫ですよ」

　そのユニスの言葉が、ずっとイングリットの頭の中に残った。

　恋人同士は想いを共有することが重要らしい。一人で抱え込んでしまってはいけないのだと。

　怖いけれど真に愛し合う二人になるのであれば、それは乗り越えなければならない壁だ。

　本当なら余裕を持った淑女然とした態度でいたいけれど、ようやく掴んだ愛を確実なものにしたいイングリットは必死だ。

　さっそく二人で話し合うべく、カークと会う約束を取り付けた。




「馬に乗るのも久しぶりね。忘れていたわ、この楽しさ」

　頬に当たる風が心地よく、視線が高いために見える景色が違う。馬上から望む世界はいつも別世界だ。昔もよくその感動を噛み締めていた。

　話し合いをするのであればできれば二人きりがいい。だが、いつも侍女が一緒で、どこかで話そうにも二人きりになれる機会というものがほとんどなかった。

　だからカークも遠慮するのだろうかと頭を捻った結果、馬の遠乗りを思いついたのだ。イングリットも乗馬は好きなので、二人でどこかに出かけるにはうってつけだ。彼も快く了承してくれたので、急いで乗馬用のドレスを用意し今日という日を心待ちにしていた。

　行き先は王都を抜けて少し南に走った先にある、アクテリオの丘だ。小高い丘からは王都を一望できる。

　二人一緒にそれぞれの馬で駆けここまでやってきた。さすが騎士団長なだけあって、カークの馬の扱いは手慣れたもので、久しぶり過ぎて最初、てこずっていたイングリットを優しく手伝ってもくれた。その凛々しい姿に何度も心ときめかせ、会話もいつも以上に弾んで楽しい。

　二人きりになりたいという願いから出した妙案だったが、いろんな方面に功を奏したようだ。心なしかカークの頬もいつもより緩んでいるように見える。

　丘の上からの景色に見入っていたイングリットに声をかけてきたカークは、いつの間にか自分の馬を大木に繋いでいて、イングリットの馬も繋ぐためにこちらに手を差し出してきた。それに手を乗せると、驚くほどに軽々しくイングリットを抱き上げ地に降ろす。

　騎士にしては線が細い彼だが、本当は凄い膂力の持ち主なのだろう。もう決して子どものような軽さではないイングリットを、こんなにいとも容易く抱き上げるなんて驚いた。おかげで心臓がドクドクと張り裂けそうなくらいに高鳴っている。

「これってデート……なのよね？　そうよね？」

　二人で馬に乗り並んでいるときにふと思ったのだ。これは俗にいうデートというものでは？　と。そう気づいたら、イングリットは浮き足立った。

　カークもそう思ってくれていたら嬉しいと聞いてみたけれど、彼もまた「そうですね」と肯定してくれた。デートなんて恋人みたいだと舞い上がり、密かに微笑む。

「あのね、カーク。私、今日貴方と話し合いをしたくて誘ったの。恋人同士は何かあったら話し合って、想いを共有するそうよ？　……ど、どうかしら？　その、一度ちゃんと私と話し合ってみない？」

「はい。それはいつでも歓迎です。ですが……」

　そう言ってイングリットの顔を覗き込んできたカークは、至極真面目な顔で問う。

「もしや私はイングリット様をご不安にさせておりますか？」

　顔と顔の距離が思った以上に近くて、飛び退きそうになった。どうやらイングリットの表情からも読み取ろうとしているらしく、甘い雰囲気などは一切ない。それどころかこちらを慮っているようだ。

「その不安と言うか、納得がいかない部分があって……」

　口籠もるように言うと、カークの眉間に皺が寄る。

「お話しください。何でも。私としては言葉を尽くしたと思っていたのですが、不十分な部分があるのでしょう。私は、口が達者な方ではないので。イングリット様がご納得されるまで何度でもお答えいたします」

　そう真摯に言われて、イングリットはホッとした。デートみたいだと浮かれてはいたが、本題はこちらなのだ。話し合わなければ何も始まらない。

　今にも卒倒しそうなほどに緊張しているが、意を決して口を開いた。

「カークが私にキスをしてくれないのは、お父様の手前というのは分かるの。ちゃんとけじめをつけたいという気持ちも分かるわ。私たち、親と子ほども年齢が離れているもの。私がそれをずっと意識していたように、カークも意識しているのよね？」

「はい、そうです」

「私、そういうカークの真面目なところ、大好きよ。二人の将来を思ってキスはしないと言ってくれているのも……分かっているつもり。でも……」

　スカートをぎゅっと握り、溢れる思いを何とか抑える。冷静に話さなきゃ、と言い聞かせ続けた。

「不安なの。カークが本当に私と結婚してもいいと思っているのか。妻として、女として見てくれるのか。いつまでも貴方の中で、小さなイングリットのままなのではないかって。だから、そういうのを建前に触れ合いを……断っているんじゃないかって……」

　胸が苦しくて息が浅い。徐々に声も掠れてきて、目の前が暗くなりそうだった。ちゃんとカークの話を聞かなきゃという使命感と、本音を聞くのが怖いという不安。その葛藤がイングリットの中で拮抗して、すべてを苛んでいた。

　そんなイングリットを抱き寄せて大きなぬくもりで包んでくれたのが、他でもないカークだった。

「貴女は私の愛する女性です。それは紛れもない、私の本心。貴女意外に結婚したいと思う人はいない。それだけはどうか疑わないでください」

　愛する女性とはっきり言ってもらえて、ようやく肩の力が抜けた。安心できたのだろう。緊張が解けた途端に、喜びが満ち溢れる。

「……分かったわ」

　頷いて目の前の逞しい胸板に頬を寄せた。カークの鼓動がトクトクと聞こえてきて、耳を澄ませる、少し早いかもしれない。

「それに、その……口づけをしない理由は、自分に疚しいところがないようにと己を律していたかったのです。不用意な触れ合いは、私の理性をいたずらに試しますから」

「お父様とか年齢だけが問題じゃないってこと？」

「はい。ほぼ、私の問題です。貴女との関係は慎重すぎてもいいと思っているくらいだ」

　つまりは、カークは己を律するために、キスをしてこなかったという解釈でいいのだろうか。理性を試す、というのもいまいちピンと来ていなくて、イングリットは首を傾げた。

「別に私は少しくらいその理性を外してくれても……いいのだけれど？」

　少し恥じらいながらもそう進言してみると、カークは怖い顔をしてこちらに詰め寄ってきた。

「イングリット様……こう見えて私は、それほど理性的ではありません」

「そうかしら？　まったくそうは見えないわ」

「そう見せていないだけです」

　彼の言動や顔からは想像がつかないが、それはカークが隠すのが上手いからなのだろうか。あまり実感がない。

　とりあえず、カークが自分を女性として愛してくれていると分かったので、それだけで十分だと頷いた。ちゃんと愛してくれているのであれば、キスがなくとも今は大丈夫だ。

　カークが信じてくれと言うのであれば、イングリットは信じ続けたい。

「じゃあ、結婚したらキスしてくれる？」

「ええ。それはもう……毎日でも」

「約束よ」

　結婚までの辛抱、結婚までの楽しみと思えば、待ち遠しくてワクワクした。何よりも言って欲しい言葉をもらったことで、余裕が生まれたようだった。

　そんな余裕が、イングリットを積極的にさせる。

「聞いてもいいかしら。カークはいつ私を女性として意識し始めたのかしら」

　最初からではないというのは知っている。カークにとってイングリットは幼き少女だったはずだ。それは背伸びをし続けてきていた自分が一番分かっていた。

　それがいつから女性へと変化していったのか。いつまでも大人になり切れないと悩んでいたイングリットにとって、それは重要な話だった。

　カークがしばし停止した後で、「そうですね」と視線を少しずらす。

「初めて会った貴女は可愛らしい姫君でした。一生側にいてお守りすると心に誓ったのです。それはもちろん騎士としてという意味で、それ以上の意味はなかったように思います。貴女を守り慈しみ、時には手助けをして。その成長を見守るだけで、騎士としてのこれ以上ない幸せだと思っていたのです。けれど、戦争が起きて長い間離れて、久しぶりに会った貴女は……」

　フッと微笑んで、こちらに視線を向けてくる。まるで、愛おしいものを見るように。

「素敵なレディになっておられました。私が知っているイングリット様とはまるで違う、女性に。最初は戸惑いました。それでもやはり、騎士として貴女の支えになりたいと思っていたのですが、隣国に嫁ごうと思っていると貴女から聞いたとき、私の中に今まで感じたことのない動揺が走ったのです。それは主人と仰いできたイングリット様を失うかもしれないと言う衝撃かとも思ったのですが、あのとき涙を堪えながら私に優しくするなと言った貴女は……凛々しくも美しかった。もうそのときには、囚われていたのだと思います」

　いつも、もがいては諦め、そしてこの心を揺さぶられてはまたもがく。そんな激動の恋だった。

　カークに追いつこうと背伸びもしたし、大人になりたいと切望して泣いたりもしたけれど、今の言葉ですべてが報われたような気がする。あのとき、諦めてしまっていたらきっと聞けなかった言葉たち。イングリットの努力は決して無駄ではなかったのだと知る。

「嬉しい……カーク……嬉しい。私、ようやく貴方の隣に立てた気がするわ」

　あぁ、泣きそう。

　この人の前で何度泣くのだろうと苦笑しながら、カークの背中に手を回す。彼もまた、強くイングリットを抱き締め返してくれた。

「カーク、大好き。大好き。愛しているわ」

　思いの丈をぶつけるように「大好き」「愛している」と伝える。何度も何度も繰り返し。

　すると、突然カークが重苦しい溜め息を吐いたのだ。

「――――…………悩ましい」

　随分と実感の籠もったような言葉が聞こえてきて心配になって顔を覗き込んだが、カークは涼やかな顔で「大丈夫です」「精進いたします」と言うだけだった。





＊　＊　＊






「……これは悔しいけれど文句のつけようがないわ。綺麗よ、ユニス」

「ありがとうございます、イングリット様」

　ユニスのドレス姿を見た瞬間、いつもは批評を即座にし始めるイングリットは口篭もったものの、素直に褒めた。逆に言うと誉め言葉しか浮かんでこなかったのだ。それくらいに控え室で着飾るユニスは、美しくも素敵だった。

　こんな美しい彼女を娶るディーングラードは、幸せ者だろう。あのいかつい顔がにやけたものになるのが目に浮かんだ。

　イングリットも気合いを入れて着飾ってきたが、やはり今日のユニスには敵わない。どんなに言葉を尽くしても、その美しさを言い表すのは困難だった。




　天井絵が美しい厳かな大聖堂に、パイプオルガンの音色が響き渡る。バージンロードを兄のエスコートで歩くユニスが、ゆっくりと愛する人の元へと向かって行く。永遠の幸せに向けて一歩、また一歩と。

　イングリットはその姿にずっと見蕩れていた。瞬きも忘れてしまうほどに、夢見心地の気分で。見れば見るほどに憧れが強まっていき、気が付けば何度も感嘆の溜め息を吐いていた。

　あと、半年。

　イングリットが十七歳になったその日に結婚式を挙げる予定をしている。

　きっとそのときの自分もこんな風に素敵な花嫁なるのだろうと想像するだけで、胸がときめいた。しかもバージンロードの先に待つのがカークだなんて、考えただけで空のかなたに昇天しそうになる。

　隣で一緒に座るカークも、親友の晴れ姿を見て嬉しそうにしている。この顔が自分の結婚式には、どれほどに綻ぶのだろうと期待が高まった。

　それは二人の誓いのキスのときに、最高潮になる。

　カークとの初めての口づけは、あんな風に皆に見守られながら永遠を誓うものになるのだ。唇同士が触れ合う、束の間の儀式。何よりも幸せな瞬間なのだろう。

　無意識に自分の唇を指で触れて、そのときを妄想する。それだけで心が満たされるような気がした。




「――イングリット様」

　余韻がなかなか引かずに恍惚としているイングリットを、カークが呼ぶ。ハッと我に返り辺りを見回すと、大聖堂にはもう誰もおらずにいつの間にか結婚式は終わっていたようだった。

「迎えの馬車が待っていますが……もう少し落ち着いてからになされますか？」

「……え？」

　何を落ち着かせるのだろうと首を傾げると、カークがそっとイングリットの頬に触れてくる。すると彼の指には雫が乗っていて、自分が泣いていたことに初めて気が付いた。

「式の最中もずっと涙を流しておられました。大丈夫ですか？」

「ご、ごめんなさい！　感動してしまったようね……」

　ハンカチを慌てて取り出して涙を拭く。せっかく綺麗にお化粧をしてもらったのに、もう剥げてみっともない顔になってしまっていることだろう。恥ずかしくてハンカチで顔を隠した。

「ユニス、綺麗だったわね。純白のドレスってどうしてあんなにも美しいのかしら……。まるで女神様のようよ。きっとクラリッサも、綺麗だったのでしょうね。この目で見られなかったのは残念だったわ」

　人生で一番幸せなときを迎える女性は、誰よりも美しい。見蕩れるほどに、この心が奪われるほどに。

　夢のようなひとときだと、ユニスの結婚式でも思ったのだ。自分の番になったら果たしてどんな心地になるのか想像もつかない。

「あと、誓いのキスも素敵だったわね。誓いの言葉より何より、あの瞬間が二人が夫婦になったって気持ちになって、涙が止まらなかった。私も、あと半年後にはああやってカークとキスの誓いをするのだと思うと……愛おしさが溢れて止まらなかったの」

　ヴェールをめくり、この唇にカークが自分の唇を近づける。その瞬間はきっとイングリットの中で永遠のものになるに違いない。

　そう思う度に、キスとはどんなものか気になって仕方がなくなる。また自分の唇に指を這わせて、ここからどんな感触が得られるのかと想像しても全然分からなかった。

　悩ましくも心を揺さぶる熱が、胸と唇に灯る。

　カークの言葉に納得したはずなのに、またイングリットの中に邪な願望が生まれてきた。結婚するまであと半年あるのに、こんな調子で大丈夫だろうかと心配になる。自分はもしかしてはしたない女なのでは？　と恥ずかしくなり、頬を赤らめて俯いた。

　また、キスをしてほしいだなんて言ったら、さすがにカークは呆れてしまうだろうかと。

「イングリット様」

　ところがカークが隣に座ってきて、イングリットの顎を手ですくって目を合わせてくる。せっかく隠した顔が晒されてしまい、焦って彼の手を掴んで逃げようとした。

「…………して、みますか？」

「……え？」

　その言葉にイングリットは動きを止めて、何を？　と目を瞬かせる。すると、カークは親指でこの唇に触れ、形をなぞるように這わせた。

「キスです。……まだ結婚前ですが、してみますか？」

「き、キスって……だって、カークがしないって……」

　そう言ったのに何故突然そんなことを言い出したのか。訳が分からずに戸惑っていると、カークの唇から熱い吐息が漏れた。

「すみません……結婚式を見て泣いている貴女がいじらしくも、可愛らしくて……。私も今、貴女への愛おしさが溢れて止まらない……」

「……え？　えぇ？　で、でも、カーク」

「我慢の利かない男ですみません……イングリット様。でも、今、貴女に無性に口づけがしたくて堪らない」

　顔を近づけて距離を縮めてくるカークは、心なしかほんのりと顔が赤く、高揚しているようにも見える。

　本当に、イングリットの涙を見てそういう衝動に駆られたのであれば、それはこの上ないほどに嬉しいのだが、あれだけ拒まれていた分本当にキスをしてしまってもいいのか迷う。

「いいの……？　けじめだったのでしょう？」

「ええ。そうです。けじめだと言い聞かせて、ずっとずっと……我慢をしておりました。けれども、貴女があんなに美しく泣くから……私との結婚を夢見て泣くから……我慢できなくなってしまいました」

「そうなの？　そんなにいつも我慢をしていたの？」

「触れたい、キスをしたいと願いながらも我慢をし続けていたのは、貴女だけではないのですよ。私だって、愛する人に毎日でも触れたい」

「そう……」

　茶色の瞳の中に、イングリットが映っている。その中に自分は、うっとりとした顔をしていた。

　まるで、引き寄せられるようにカークへと顔を近づける。唇を弄ぶ指はひと撫でした後にするりと耳の方に移動していき、外耳をなぞる。ソワソワとしたくすぐったさを感じたイングリットが肩を竦ませると、カークは耳たぶや耳の後ろ、そして首筋をなでつけてはその反応をもっと引き出すかのように弄んだ。

　まだキスもされていないのに、頭の中が痺れそう。

　これでキスまでしたらどうなってしまうのか。知りたいけれど、いざ目の前にすると怖じ気づいてしまう。

　でも、カークの目元がほんのり赤く染まっていて、まるでイングリットを求めるように瞳の奥に欲の焔を湛えている。

　それが嬉しくて愛おしくて、イングリットは熱に浮かされるように言った。

「私は……カークが触れてくれるなら……いつだって……」

　構わないのに。そう言おうとした唇が奪われた。

　カークの熱い唇が押し当てられるように触れ、そっと目を閉じる。あぁ、これがキスなのだと、イングリットは不思議な気持ちでそれを受け入れた。

　ただ、唇と唇が接触しているだけだというのに、それ以上の意味合いがここにはあって、それ以上の気持ちの高揚を感じる。カークの側にいるだけで幸せだと思っていたのに、そんな比ではないほどに、多幸感に包まれていた。

　ぴったりと重なった唇がそっと離れていく。失われた熱が名残惜しくて唇を引き結ぶと、カークが後頭部に手を回して強引に引き寄せた。

　そして、先ほどよりも深く繋がるキスをしてくる。

「……ンっ……ぁっ」

　舌で無理矢理唇を抉じ開けられ、唇同士をぴったりと重ねられる。ただ触れるだけではなく少しの隙間もなく口を塞がれて、まるでカークに食べられてしまっているかのよう。

　それだけでも驚きなのに、さらに肉厚の舌が口腔内に侵入してきた。イングリットの口の中のすべてを蹂躙するように、カークの舌があらゆるところを舐る。

「……ふぅっ……んンっ……ンぁ……っ」

　歯列や舌を撫でられソワソワとした感覚がイングリットを襲ったが、上顎を擦られた途端に肩が飛び跳ね、腰からゾクゾクとした痺れのようなものが競り上がってきた。驚いたイングリットは離れようと身じろぐが、思った以上にカークの手の力が強くてびくりともしない。

　それどころか、過敏な反応を見せるイングリットを弄ぶように何度も上顎を嬲り、さらにイングリットを当惑させる。

（……何これ……何これっ！）

　自分の身体がおかしくなったように、カークの舌の動きに合わせてビクビクと震えるのを止められない。頭がぼぅっとして身体中が熱を孕み、カークが与える刺激のすべてを敏感に受け取っている。

　長椅子に押し倒され、上から覆いかぶされるようになると、さらにキスは激しいものになっていく。舌を絡め取られて可愛がるようにゆっくり丁寧に舐られて。時折吸われもして、イングリットは必死についていこうとカークの騎士服の襟をギュッと握り締める。それでもまるで奔流のように与えられる愛撫についてはいけずに、ただ気持ちよさに流された。

　唇が離れたかと思うとまた角度を変えられ、別の個所が攻められる。

「……はぁ……ぁっ……カーク……んっ！　……んぁっ……」

　キスとキスの合間に空気を求めて喘ぐと、あられもない声が出てきた。恥ずかしくて仕方ないが、息ができずにこのまま死んでしまうのではないかと必死だ。ただでさえ、もう腰が砕けてこの身体から魂も抜けてしまいそうになっている。

　耳も手で愛撫されて、さらに身体が快楽に震えあがる。

　もうこのままカークにイングリットのすべてが滅茶苦茶に奪われると、意識を飛ばしかけた瞬間、ゆっくりと唇が離れていった。

「……んっ」

　名残惜しそうに最後にチュッと軽いキスをして、カークがイングリットの顔を覗き込みながら頬を撫でつける。息を荒らげながらぼぅっとその整った顔を見上げ、彼の唇が濡れているのに気が付いてソワリとまた心が熱くなった。

「……すみません。やはり私はダメな男です。貴女のその可愛らしい反応を目にしたら……こんなにも簡単に理性を手放してしまう……精進します」

　――もう、何なのだろう、この人は。

　いつもはあんなに涼やかな顔をして、こういうことには興味がないように見せかけているくせに、いざキスをするとこんなにも情熱的になってしまうだなんて。

（これが大人というものなの!?）

　いや、カークが隠すのが上手いのかもしれない。

　まんまとそのギャップに心をさらに打たれてしまったイングリットは、長椅子の上で顔を隠しながら悶絶した。

「イングリット様？　大丈夫ですか？」

「……大丈夫じゃないわよ……カークのばかぁ」

「……すみません」

　申し訳なさそうにカークが謝る。

　この日、少し大人の世界を垣間見たイングリットは、しばらくの間カークと目が合わせられずに逃げ回った結果、また後日カークに謝られることとなる。










第五章











　イングリットの恋は、諦めの連続だった。

　けれども今は驚きの連続である。




「嘘でしょ……？」

　イングリットは鏡の前で絶句した。今見ている自分の姿が、信じられないほどに美しいのだ。自分とはとても思えないほどに、洗練されていて大人びて見える。

「嘘ではありませんよ、イングリット様。とてもお綺麗です」

　着付けからヘアメイク、化粧すべてを担ってくれたユニスが自信満々に言ってくれた。たしかに彼女が着飾ってくれたのだから美しくなって当然なのだが、だがこれは想像以上だ。最高傑作と言ってもいい。

　神聖なる儀式である今日は、露出を控えめにしたハイネックの襟に、七分丈の袖。袖口はレースとフリルで飾ってある。バッスルはそれほど大きくないものにして、その代わりにプリーツをたくさん寄せてスカートのボリュームを出した。ロングトレーンはいつもの倍の長さだ。それが頭から流れ落ちるヴェールと重なり揺れると、その美しさがさらに際立つ。

　この美しい仕上がりは彼女たちからの餞別なのだろう。

　今日、カークと結婚するイングリットへの。

「ご結婚、おめでとうございます、イングリット様」

　そう改めて言われてしまうと、感情がこみ上げてきて泣いてはいけないのに顔が熱くなる。眦にじんわりと涙が滲み、零すまいと懸命に耐えた。せっかく綺麗にしてもらったのに化粧が崩れてしまう。

「皆……皆……今までありがとう」

　これまでずっとイングリットの我が儘に付き合ってくれた人たち。悩みを聞き、励ましてもくれた心優しい人生の先輩たちだ。

　カークの家に嫁ぐために彼女たちはイングリットの侍女の任を解かれ、またそれぞれの道へと歩み始める。

「ありがとう」と深々と礼を言って、一人一人に元気でいてと別れを告げた。

「ユニス……貴女に出会えたのは、私にとってこの上ない幸運だったわ。本当にありがとう。アレスと幸せに」

「はい。イングリット様も、どうかお幸せに」

　ユニスはイングリットの結婚を機に城での侍女の仕事を辞め、ディーングラードの家で家政を取り仕切ることに専念するようだ。むしろ、この日まで待っていてくれたのだろう。

　別れは寂しい。けれどもそのたびに、アシュレイの言葉を思い出す。

　――その別れが門出なのであれば、思いっきり背中を押してあげないさいって。

　イングリットは今日、様々な人に背中を押されてカークの元へと嫁いでいく。




　いよいよもって、念願の日を迎えたイングリットは、朝から緊張し通しだった。

　結婚式に粗相をしないか、綺麗に着せてもらったウェディングドレスが汚れたり髪型が崩れたりしていないか、カークはこんな姿の自分をどう思ってくれているのか。

　カークは相も変わらず麗しくて、騎士礼服に身を包んだ彼を見た瞬間に歓喜のあまりに叫び出しそうになった。この人が自分の夫になるなんて、いまだに信じられない。

　誓いのキスも、実は密かに緊張をしていた。

　まさか皆の前であんな激しいものはしないとは分かっているが、キスをしている最中に思い出してしまわないかと心配だったのだ。

　けれども、ヴェールをまくられて見上げたカークの顔は、驚くほどに優しくて。見たこともないほどに幸せそうに微笑んでいた。

　それを見てしまったら悩んでいたことなど、そんなものはフッと消えていってしまい、ただ自然とそのキスを受け入れた。夫婦の誓いを立てる、神聖なキスを。

　どんな気持ちになるのかとずっと想像していたけれど、そのどの想像とは違うものだった。覚悟めいたものがイングリットの中に生まれ、スッと背筋が伸びる思いになる。

　カークの隣に立ち、クウィンレッド家の一員として恥ずかしくない自分でいなければと。

　だが、以前のように不思議と気負いや焦りはない。

　カークが隣で支えてくれるし、至らない部分があればイングリットを導いてくれる。そういう人だと知っているからだ。そして、イングリットもカークにとってそういう妻でありたいと思っている。

　そう願いながらキスが終わった後に目を開けると、周りから祝福の拍手が沸き起こる。

　今、この瞬間、世界一幸せだと、イングリットはカークに微笑んだ。





＊　＊　＊






　結婚式が終わると、しめやかに行われるのが初夜である。

　もちろん、イングリットも例外なくカークの家のメイドたちによって初夜の準備が施されて、寝室で待っていた。準備はもう万全という万全を期したつもりだ。

　クラリッサと一緒に花嫁修業の一環で閨の作法についての授業をしたときには、ただの知識として頭に残るだけだったが、あのキスを味わってしまってから実感が沸々と湧き上がってきてしまったのだ。そして、イングリットはその衝撃と共に危機感を覚えた。

　身体中を愛撫しては自分も触れたことのない箇所にカークが触れ、入り口を解して、そして雄々しく猛ったものを挿入るのだと想像したとき、あまりの衝撃に固まってしまった。

　カークの感触を知ってしまった今、それが生々しいほどに想像できてしまうのだ。

　なので、もう一度結婚式の直前に閨の授業が開かれたときには、前回とは打って変わって必死に聞き入った。先生の一言一句逃して堪るかと、鬼気迫る思いで。

　身体中を触られるのだと言う。手で触られるどころか唇で触れたり舐めたりと、ありとあらゆる手で女性を快楽に導いて、膣を濡らすのだと。

　――そうでなければ挿入するとき大変ですからね。ただでさえ、破瓜は痛みを伴いますから。

　先生は念を押すように言う。夫婦の営みは、身体を繋げるだけではなく心も繋げないと、気持ちよくはなれないのだと。

　もちろん夫をその気にさせるのも妻としての役目だし、そのためにも自分を磨くことを怠ってはいけないと、何度も。

　その言葉が一層イングリットの焦燥感を駆り立てた。

　それからイングリットは必死であらゆる自分磨きに邁進した。初夜でカークにがっかりされないように、全身の肌の調子を整えるところから始まり、髪の毛の手入れも今まで以上に念入りになった。

　今まで服の上から評価される美ばかりを意識してきたが、閨では服の下の美が重要になってくるのだ。いくら手入れしてもし足りないほどだ。

　だが、一点、どうしても気になる部分があって、そのために努力を重ねてきたのだが、なかなか成果が出ずにここまできてしまった箇所がある。

　イングリットはそれを気にして、自分のささやかな胸を見下ろした。絹のネグリジェの上から張り出す、小さなふくらみ。それは食べ物を変えようとも、マッサージを施そうとも、変わらない大きさのままそこにいる。

　ユニスのようにもっと胸が大きかったらカークも喜んでくれるだろうかと、イングリットは頑張ってみたがその成果はでなかった。

　だが、それに落ち込むイングリットに、ある侍女がこっそり耳打ちしてきたのだ。

　「カーク様に育てていただけばよろしいのですよ」と。むしろその方が育ちやすいのだとか何とか。

　そういう手段もあるのかと新たな知識を得たものの、果たしてカークは育ててくれるのだろうかという杞憂と、自ら彼に「育てて欲しい」と言わなければならない恥ずかしさが沸き上がった。

　先生は「そのときになったら夫にすべてを委ねればいいのです」と言うし、侍女は「時には妻の方からおねだりするのも効果的です」と言う。まったくもって夜の寝室で行われる営みは謎が多く奥深いもので、自分はどうすればいいのかよくよく分からないままここにいる。

　とりあえずはカークに任せてみようとは思うが、以前のキスのときを思うと少し不安だ。あの激しさについていけるのか、イングリットには想像がつかなかった。

　ソワソワと心もとない気持ちでベッドに座っていると、扉がノックされる。待ちに待った瞬間だと緊張を高鳴らせたイングリットは、背筋を伸ばして返事をした。

「お待たせしました、イングリット様」

　風呂を済ませてローブ一枚になったカークは、見たこともないほどに隙だらけな格好をしていた。いつもは首の上までしっかりと閉められた全身真っ黒の詰め襟の服で、一分の隙もないほどにカッチリとしているのだが、今は袂が開いて胸板が見えるし、紺色のローブから見える足は素足だ。

　夫婦になるということは、普段見られない姿も見られるのだとドキドキした。それは逆も然りだが、こんなカークを知っているのは自分だけだと思うと気分がいい。

　カークがこちらに近づいてきて、イングリットを見下ろす。

　今のイングリットも隙だらけな格好で、絹でできた薄ピンクのネグリジェは肌の露出が多く、胸元が大きく開いている。足も見えるし二の腕だって丸出しだ。

　見られてもいいように磨き上げてきたが、カークはどう見ているのだろうと気になる。あの茶色の瞳に、今のイングリットはどう映っているのだろうと。

「お疲れではありませんか？」

「大丈夫……」

　緊張はするが、不思議なことに疲れは感じてはいない。疲れる暇もなく、心が騒いでいるのが原因かもしれないが。

「イングリット様」

「何？」

「もう夫婦になりましたので、『イングリット』とお呼びしても？」

「……！　も、もちろんよ！」

　それは何とも嬉しい提案だと舞い上がった。夫婦になったのに「様」と敬称をつけて呼ぶと、どうしても姫と騎士の関係から抜けきれない感じがしたが、呼び捨てならば夫婦らしい。

「では、……イングリット」

　慣れないが、しっくりとくる。カークに親しみを込めてそう呼ばれると、自分が彼の妻なのだという実感がさらに増した。

「今日の貴女はひときわお美しい。妻に迎えられて、これほど嬉しいことはない。私は幸せ者です」

　手の甲にキスを落とされ、イングリットは頬を赤らめる。自分こそ幸せ者だと言いたかったが、何だか胸が詰まって言葉にできなかった。代わりにカークの手をギュッと握り返して、コクリと頷く。

　そんなしおらしい姿を見せるイングリットに、カークはフッと微笑んで、再度手の甲にキスをする。そして、その唇は手のひらに移り、手首、腕にまで及ぶ。

　チュ、チュ、とわざとやっているのか、口づけの音を立てて徐々に上の方へと向かって行くカークは、耳元にチュッとキスをすると、イングリットと見つめ合った。

「イングリット、心の準備はよろしいですか？」

「……え、えぇ」

「この間の口づけよりも、触れ合う時間も深さも違うものになりますが……大丈夫ですか？」

「ちゃんとこの日のために勉強もしたし、お手入れも入念にしてきたもの。それとも私にはその覚悟がないように見えて？」

　それは心外だとイングリットが口を尖らせると、カークは苦笑して首を横に振る。

「いえ。ただ、夫婦で睦み合った次の日、この間のように避けられてしまうのは、さすがに寂しいのでご勘弁願いたく」

「あ！　あれはその……い、いろいろと混乱しちゃって……大丈夫よ、今回はちゃんと閨の勉強もしたし心づもりはしてきたから。それにあれは……恥ずかしくて逃げちゃっただけだから……カークが嫌とかそういうのじゃないから、誤解しないで」

「分かりました」

　少しホッとしたような顔をした彼は、イングリットの唇に軽くキスをする。それにドキリと胸をときめかせると、ゆっくりと後ろに押し倒された。背中にベッドの柔らかな感触が伝わり、シーツの上にイングリットの赤い髪が広がる。

　光源がランプひとつだけのためか、覆いかぶさってきたカークの顔の陰影が濃くなり、彼をさらに艶やかに見せた。その大人の色気というものに中てられたイングリットは、身体を火照らせて悩ましい吐息を吐く。

　その吐息をもすべて呑み込んでしまうように、カークが深いキスをしてきた。

「……ンっ」

　キスはやはり気持ちがよくて、舌で口内を舐られて身体中がその歓喜に震えた。半年ぶりの感触を覚えているらしく、すぐに口の中が敏感にその刺激を受け取る。

　上顎をなぞられる快楽や、舌を絡め取られ舐られる気持ちよさは忘れがたく、与えられた瞬間に夢中になった。

「……ふぁ……あぁ……んっ……ンんっ」

　前回よりも官能の火が全身に灯るのが早く、腰がビクビクと震えている。

　――カークに溺れる。

　そう言った方がいいほどに、貪られるたびに深みにはまっていくような中毒性のある口づけ。心も奪われ思考も奪われ、カークのすべてを感じろと言わんばかりに、何も知らない身体に教え込まれているような気がする。

　キスに溺れている合間に、カークの手が耳を撫で、首筋を滑り、鎖骨、胸元へと順に下りていく。向かう先が自分のささやかな胸だと気付いて、イングリットはハッと我に返った。

　とうとう、あの胸がカークに触られてしまうと思うと、まるで断首台の上に乗ったかのような気持ちになった。

　彼の大きな手が胸を包む。ゆっくりと揉み上げられて、恥ずかしくなった。

　ネグリジェの肩紐もずらされ、胸そのものも露わにされると、カークはキスをやめて胸元へと顔を埋める。

　あぁ、見られてしまっている。そう意識せざるを得ないイングリットは、顔を手で覆いながらカークに懇願した。

「……お願い……あまり胸を見ないで……」

　薄暗い中でもそれだけ近づけば、どれだけ貧相か見えてしまうだろう。もう触られてしまっているのだから、それは無駄なお願いだとは分かっているが、恥ずかしさでどうにかなってしまいそうだった。

「どうしてですか？　こんなに綺麗なのに……」

「だって、大きくないし……カークにがっかりされたくないし……」

　消え入りそうな声で言うと、彼は優しく微笑む。

「可愛らしい人だ。そんなことを気にしてらしたのですか？」

「……悪い？　カークに少しでもよく見せたいもの……。でも、胸は努力したけどどうにもならなかったの……ひぁっ……あぁっ！」

　そっぽ向いて不貞腐れている間に、カークが胸の頂を口に含んだ。その不意打ちの刺激にイングリットは身体を捩らせて、大きく喘いだ。もう片方も指で擦られ、可愛がられている。

「貴女は本当にいじらしい人だ、イングリット。私が貴女にがっかりするなどあり得ない話なのに……それなのにそんなことを気にして……」

「……はぁ……ンぁ……あっ……か、カーク……ひぁっあぁ……ンっ！」

「本当に私を煽るのがお上手だ。これが無自覚なのが、本当に悩ましい。何度理性を試されたことか」

　胸の柔肌を食まれ乳輪を円を描くように舐められ、周りからじわじわと焦らすように攻めてくる。もう片方も同じように指で焦らされてしまっているイングリットは、先ほどの強い刺激を求めて身じろいだ。

　すると、自分の秘所が快楽を得て濡れてきているのに気が付く。閨の授業で教わったように、身体がカークを受け入れる準備をしているのだと感じた。

　焦らされた後の方が感じやすくなるようで、ようやく再度頂に舌と指が到達したときには、頭の真っ白になるかと思うほどに気持ちがよかった。堪らず足の指先に力が入り、助けを求めるようにシーツを強く握りしめた。

　そこから片胸を持ち上げられ、ツンと勃ち上がった頂をせり出されると、口の中に入れられて強く吸われる。

「……あぁ……ひンっ……ひぁ……ンんっ……はぁ……ぁっ」

　ジンジンと甘い疼きを孕む頂を、今度は扱かれるように唇を動かされてまた新たな快楽に悶えた。

　それでももうイングリットは追い付くのに精いっぱいだというのに、カークのもう片方の手が腰を擦り、脚の付け根へと滑り落ちてきた。そのラインをなぞるように手を動かし、内腿へと侵入していく。

　ツツツ、と秘裂を指で触られると、ビクリと腰が震えた。

　その先を期待しているのか、それとも胸への愛撫があまりにも気持ちよすぎるためなのか。秘所の奥から蜜がトロトロと溢れ出て、止まらなかった。漏れ出るそれは下着に滲み、カークの指をも濡らしていく。

　彼は下着を足から抜き取り、直接秘所に触れた。その間も胸への愛撫は止むことはなく、今度はもう一方の胸が虐められている。カークの指が秘裂を少し割り開いただけで、蜜がドバっと出てきて、媚肉もヒクヒクと震えていた。

「イングリット……閨の勉強では、挿入する前、ココをどうすると習いましたか？」

　カークが指三本で割れ目を撫で上げながら聞いてくる。

「……ぁ……ソコ……は……ひぁっ……あぁ……ほ、ほぐすって……」

「何で解すと？」

「たいていは……指だって……はっぁンっ……ぁ……でも……舌を使ったり……あぁ……道具を使ったり……あぁ……ひぁぁっ！」

　何故そんなことを聞くのかと首を傾げていたが、指先が秘所の中に潜り込んできて大きく喘いだ。入ってきたのは指一本だが、自分の身体の中に何かが入ってきた感触は言葉に尽くしがたい。

　だが、同時に親指で陰核を擦られながら軽く抜き差しをされるので、違和感が快楽に上塗りされていく。くちゅ、くちゅ、といういやらしい水音と共に動かされる指に、イングリットは翻弄されて身体をよがらせた。

「では、今日は指で丹念にほぐしていきましょう。次回は舌を使って。あまり一気にやると、怖がらせてしまうかもしれないので、勉強でならったことは徐々に……」

　イングリットを気遣い、知識としてどこまであるのかを確かめたようだ。怖がらせたくないという一言に、その意図がすべて凝縮されているような気がする。

　カークの優しさは好きだ。ずっとそれに救われてきていた。

　でも、あの大聖堂で見せた強引な姿にもドキドキして、あの後逃げてカークを困らせてしまったが、時々ならばあんな風に求められたいと思う気持ちもあって。イングリットの前ではいろんな顔を見せるカークでいて欲しいという願いは、胸の中にある。

　だから、少し恥ずかしいけれど、イングリットはカークのその言葉に首を横に振った。

「……でも、『夫にすべてを委ねなさい』とも習ったわ。だから……カークのすきなようにしても……私は大丈夫よ」

　カークにならどうされたっていい。イングリットはもう妻だ。彼のすべてを受け入れたいし、受け入れる覚悟でここにいる。

　もう優しくされるだけで満足する子どもではないのだと。

「……言ったでしょう。私はあまり理性的ではないと。そういうことを言われるとますます歯止めが利かなくなる」

「それでもいいって……言っているのよ」

　ゴクリと息を呑む音が聞こえてくる。悩ましい顔をして少し呻いたような声を上げたカークは、イングリットを欲で濡れた目で強く見つめた。

「あとで文句は聞きませんよ……イングリット」

「……ひぁっンっ！　……ひっ……んンっ……あっ……あぁ……」

　腰を持ち上げられ、秘所に顔を埋めたカークは舌で陰核を舐めてきた。秘所に埋もれていた指は二本に増やされ、膣壁を同時に擦られる。

　舌先の細やかな動きで陰核を刺激されて、イングリットは腰を浮かせてよがる。それでもがっちりと腰を押さえ込むカークは、執拗に指と舌で攻めた。

　甘い痺れが絶え間なくイングリットを襲う。快楽の塊が下腹部に集まってきては、何かを追い上げるように身体をビクビクとしならせた。

　蜜がカークの指を伝って滴り落ち、彼の唾液と混じる。淫らな音と共に抜き差しされる指は、イングリットの奥へ奥へと潜り込んできては、新たな快楽を植え付けていった。

　指の根元まですっかり咥えこんだ頃には、膣壁を擦られるたびに愉悦の声を上げるほどになっていた。そして陰核をじゅるじゅるときつく吸われ、追い打ちをかけられるように指を小刻みに動かされ、イングリットは快楽の塊を弾けさせた。

「……あぁっ！　ンっ……はぁ……あぁ……あぁっ！」

　初めて絶頂を味わい、身体が制御を失ったように痙攣する。秘所も同じように震えていて、中にあるカークの指を締め付けてしまっているのが自分でも分かった。

　絶頂は長く続き、余韻を残す。

「……ひぁっ！　……んっ……まだ……うごかしちゃ……あぁっンっ！」

　少しでも触れられたらまた達してしまいそうなほどに敏感になってしまっているのに、カークは意地悪く指をまたゆっくり動かし始めた。それに弱々しく首を横に振るイングリットを、彼は蕩けた目で見つめていた。

「気持ちよかったですか？　イングリット」

　気持ちいいなんてものではない。頭が真っ白になって意識が飛んでしまいそうなほどだと訴えたかったが、喘いでいる口からは上手く言葉を紡げなくて、濡れた瞳で彼を見つめた。

　もうどうしようもないほどに、カークを感じていると。

　すると、彼は自分の来ているローブを脱いで、全身を露わにする。

　初めて見るカークの肉体。線が細いのにしっかりと筋肉がついていて、まるでひとつの造形物のように美しかった。ところどころに傷痕があって痛々しいが、それは騎士としての勲章なのだろう。

　そして、彼の雄々しくそそり立つそれ。初めて見る男性の屹立に、イングリットははしたなくも見入ってしまう。想像していたものよりも大きくて逞しい。

　――――あぁ、とうとうこれで本当の意味で夫婦になる。

　緊張と期待が高まった。

　カークがイングリットの足を大きく広げて、秘所に屹立をあてがう。待ち焦がれていたように奥から蜜がとろりと溢れ出て、彼の穂先を穢している。それに応えるようにカークが秘裂を屹立で擦りつけた。

「――カーク」

「はい」

　いよいよだと思うと、今までずっとカークに寄せていた気持ちが溢れて止まらなかった。

　伝えたいことはある。

　大好き。愛している。ずっと一緒にいたい。一緒に幸せになろうね。

　次から次へと溢れて止まないのに、でも今は最初に会ったときを思い出していた。

　――お嫁さんにして！　そうしたらずっと一緒にいられるから！ 

　大きな身体にしがみ付いてそう泣きわめいていた自分が、今ようやくその願いを叶えられた。

「……私を、貴方のお嫁さんにしてくれて、ありがとう……ありがとう、カーク」

　あのときのように、カークの首に抱き着く。

　耳元に感極まったように息を詰める声が聞こえてきて、きつく抱き締め返された。

「愛しています、イングリット……私の、イングリット」

「……あぁっ！」

　カークの熱い屹立が挿入ってきて、その質量に喘いだ。さんざん解されても、未踏の地をあんな大きなもので抉じ開けるのだ。多少の負担がかかっても仕方がない。

　隘路を蜜の滑りを借りてゆっくりと押し進むように穿たれて、イングリットは涙を零した。

　痛くて涙が出たのは確かだが、この痛みが悦びでもある。ようやくカークのすべてを受け入れると、破瓜の血が蜜口から滲み出た。

　秘所がジンジンと疼く。痛みで身体の火照りが冷めて、その疼きだけがイングリットを苛んでいたが、それを緩和するようにカークがキスをしてくる。

「……ふぅ……んぁっ……ンんっ……ぁ」

　舌がねっとりと絡み合って上顎を丁寧になぞられて、彼に教えられた快楽を再び引き起こされるように気持ちのいいキスを与えられる。

　イングリットの意識はキスだけに向けられて、懸命にそれに応えた。そうこうしているうちに、カークの腰がゆっくりと動き始め、それに合わせてキスも激しくなった。

　まだ慣れない異物感が、快楽と綯交ぜになっていく。徐々に楽なって身体の力が抜けていったせいか、膣壁を擦られても感じる余裕も出てきた。また熱を孕んでいく。

「……ぁっ……カーク……はぁっンぁ……あぁ……」

「大丈夫ですか？　イングリット」

　カークの気遣いに、何度も頷く。彼もそれを見てホッとしたように微笑み、「少し速くします」と律動を速めた。

　胎の奥に打ち付けられるカークの屹立の強さを感じながら、イングリットは彼の背中に爪を立ててあられもない声を上げる。また濡れてきた秘所は、滑りをもってその動きをさらに激しいものへと促していった。

　最奥を穿たれるたびに、膣壁が蠢いて屹立を締め付ける。カークも感じているのか時折眉根を寄せて息を詰めていて、イングリットは嬉しくなった。一緒に気持ちよくなってくれているのだと思うと、愛おしさが止まらない。

「……ひぁっ……ンぁ……あっ……あぁ……っ」

「イングリットっ」

　カークが強く抱き締めてくる。腰の動きも大胆になってきて、イングリットの腰もまたビクビクと震え始めた。先ほど達したときのように下腹部が切なくなって、何かに追い上げられるような感覚に陥る。

　快楽の塊が膨れ上がるだけ膨れ上がり、カークの腰がひときわ強く打ち付けられた瞬間、それがあっけなく弾けた。

「……あ……あ……あぁっ……ンんぁ……あぁ！」

「……っ……くっ……ン」

　カークもほぼ同時に達し、イングリットの胎にびゅくびゅくと白濁の液を何度も吐き出す。小刻みに腰が動くたびに、イングリットもまた絶頂の余韻を刺激されて小さく喘いだ。

　ぴったりと身体を密着させて抱き締められているために、彼が今どんな顔をしているかは分からない。この耳に荒い吐息が聞こえ、触れる肌がしっとりと汗ばんでいるのだけが分かるだけだ。

　けれどもいつも涼やかな顔をしていたカークが、イングリットに夢中になって激情をぶつけてくれる。女性として妻として、こんなにも激しく求められて、その幸せを噛み締めていた。

　イングリットは夢見心地で、カークの横顔に頬擦りをする。

「……大好き」

　それは何度言っても言い足りない言葉。

　きっと一生この人に伝え続けるのだろう。

「愛しております、イングリット」

　そして、カークもまたイングリットに無上の愛を降り注ぎ続けてくれる。

　深々と降り止まない雪のように、イングリットの心を愛でいっぱいにしてくれるのだ。

　これからもずっと。




　それは何よりも確信めいた予感。

　イングリットの人生の中で、一番素敵で幸せな予感でもあった。










終章











　――きっと貴女は知らないのだろう。




　カークは隣で眠るイングリットを眺めながら、彼女の前髪を撫でる。

　その寝顔は、もう出会った頃の少女とは思えないほどに美しく、洗練された大人の女性だ。もう子ども扱いなど一切できないと、カーク自身が骨身に沁みて感じていた。

　戦争から帰って、久しぶりに相まみえた彼女は言葉が出ないほどに美しかった。

　どうにかこの口から出た言葉は、ありきたりな陳腐な言葉。もっと褒め称えるようなものがあっただろうに、口下手な自分から出るのは所詮その程度のものだ。

　それを口惜しいと思ったのは、久しぶりのことだった。

　昔も口下手で感情や自分の考えを人に伝えるのが下手なカークは、随分と苦労をしていた。上手い人間関係が築けずに、自分の至らなさや不甲斐なさをひしひしと感じていたのだ。

　それは隊長に任命され人の上に立つ立場になったとき、顕著になる。

　一見厳格に見えるカークは、部下から恐れられていた。容姿もさることながら、口数少なく率直な言葉で話すせいで怖い人間だと敬遠されていたのだ。

　もちろんそれでは信頼関係は築けないし、所詮恐怖で命令を聞いている部下との距離は縮まらない。最初の掴みに失敗したカークは部下たちと軋轢を生むようになり、就任早々から苦しい思いをしていた。

　そんな中、父に連れられて王への挨拶の場で出会ったのがイングリットだった。

　彼女は何故かカークをいたく気に入ってくれて、ずっと一緒に遊ぼうと誘ってくれたのだ。

　当時のイングリットは五歳。子どもならばなおさらカークを怖がるし、近寄らないものだ。現にクラリッサもその場にいたが、目すら合わせようとしなかった。

　けれども、イングリットはカークに笑顔を向けてくれる。

　そして、言うのだ。

「カークは優しいのね」と。

　厳しいことを言っても、同じ言葉が返ってきた。

　ただ叱るのではなく、頭ごなしではない。何故それがダメなのか理由をしっかりと説明してくれて、子どもだからと適当な態度を取らないところが優しいのだと。

　イングリットを対等に扱ってくれているのが分かるから、嬉しいと彼女は笑っていた。

　初めてだった。そんなことを言われたのは。

　厳しいことを言えば、面倒くさい、真面目、怖いと疎ましく思われていた自分も、角度を変えればそう思われるのだと知る。

　きっと、今までの自分は心のどこかで諦めてしまっていたのだ。自分を理解してもらおうと思うことを。

　相手が怖がって話を聞こうとしない姿を見て、自分もまた投げやりになっていた部分も多かった。話し合いや、腰を据えて話を聞くという心をいつの間にか放棄してしまっていたのかもしれない。

　けれども、イングリットは最初から怖がらずにカークに近づき、真正面から向き合ってくれた。そして、笑って「優しいのね」と言ってくれる。

　それにどれだけ救われたことか。

　そして、どれだけ大切なことに気付かされたのか。

　貴女は知らないのだろう。

　このときこの無邪気なお姫様を、騎士として一生守ろうと心に誓ったことも、イングリットの幸せをその後ろで見守っていこうと決意したことも。

　まさか、それが今は形を変えて、夫という立場で横に立つ日が来るとは思いもしなかったが。

　イングリットが十年以上たってもなお、自分を好いてくれているだなんて正直驚いた。そして自分もまた、大人になった彼女に惚れてしまうなど夢にも思わない。

　人生は何が起こるか分からない。

　戦争に長い間身を置き、このまま戦いに身を置き続けると思っていたのにまさかこんな幸せを手に入れるなんて。

　長い年月、それぞれの人生の道を歩み、今こうして折り重なり共に歩む誓いを立てた。

　こんな自分を優しいと言ってくれた、笑って大好きと言ってくれる唯一無二の女性と。




「……ん……カーク？」

「おはようございます、イングリット」

　目を開けたイングリットは、寝ぼけ眼を擦りながらカークの名を呼ぶ。花が綻ぶような笑顔を向けて「おはよう」と返してくれた。

「身体は辛くありませんか？」

「うん……少し怠い感じはあるかもしれない……」

　枕に顔を寄せながら恥ずかしそうに言う彼女は、昨夜の言葉通りに逃げずにいてくれている。身体が動かせないのもあるのだろうが、それでも目を見て話してくれているのは嬉しかった。

「朝食をここまで持ってこさせましょう。一緒に食べて、また身体を休めてください」

　今日はカークも仕事は休み。新婚夫婦は蜜月を数日間過ごす。

　イングリットとできるだけ長い間一緒にいて、甘い時間を共にしたい。

「ありがとう、カーク。優しいのね」

　そう言って嬉しそうにするイングリットに、カークはフッと柔らかな笑みを向ける。

　――貴女が優しいと言ってくださるから、私は優しくあれるのですよ。

　その感謝を込めて、カークは愛おしい妻にキスをした。








了












※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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